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▼▼ 平成14年度全国高等学校総合体育大会

高松富・ 高松富妃賜杯
2002年茨城総体第53回全国高等学校′|ドミントン選手権大会
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牛久運動公園体育館・茨城県立牛久栄進高等学校体育館・東洋大学附属牛久高等学校体育館
:働全国高等学校体育連盟・0日本バドミントン協会・茨城県・茨城県教育委員会
つくば市・つくば市教育委員会・牛久市・牛久市教育委員会
:文部科学省・助日本体育協会 ,NHK・ 働茨城県体育協会・つくば市体育協会・牛久市体育協会
:働全国高等学校体育連盟バドミントン専門部・茨城県高等学校体育連盟・茨城県バドミントン協会
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高 体 連 マ ー ク

シンボルマーク

押 ∞2

このマークは、「若い力と技 と明朗な精神」を象徴するもの
である。 マークを構成 している三つの Kは、次の ドイツ語の
頭文字をとったものである。「高い理想」と「希望に燃える若
人の情熱」を示す紅によって浮き出され、高体連のシンボルマ
ークとされている。

KRAFT  KUNST  KLARHEIT
力      技      明朗な精神

これが高体連旗となって、全国大会はもちろんのこと、高体
連の主催による大会には必ず会場に掲げられます。

高校生が両手を挙げて、 21世紀に躍動する姿をイメージし
て表現しました。
「打ち寄せる波とさわやかな風の流れ」を青で、「緑に恵ま

れた茨城の大地」を緑で、「輝 く太陽が見守っている様子」を

黄色で表現しました。

作 者  村 山 久 恵 (筑波研究学園専門学校)
補作者  佐 山 岡1勇 (茨城デザイン振興協議会会長)

大 会 愛 称

作 者  宮 永  泉 (水戸市立第二中学校)

ス 回 ガ ン

2002年茨城総体
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2002年 に茨城で開催される全国高等学校総合体育大会に
代表選手として出場 し、全国から集まってくる選手たちと熱い

友情を交歓したいという気持ちを表現した。

(北茨城市立常北中学校)
子 (県立水戸桜ノ牧高等学校)

表紙のイラスト作品

東 條 広 栄 (著漢学園高等学校)
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あ い さ つ

茨城県高等学校体育連盟

会 長 坂 本 忠 夫

平成 14年度全国高等学校総合体育大会「2002年茨城総体」は、「競え友よ 熱
き力を 茨城で」のスローガンの下、8月 1日 の総合開会式から20日 の水泳競技ま
で、県内31市町村において28競技が展開されました。

国内最大のスポーツの祭典である本大会には、全国の予選を勝ち抜かれた精鋭約

26,000名 が集い、最高のライバルとの熱戦が繰り広げられました。
本県選手も地元の大声援に応え活躍し、7競技 (団体2種日、個人7種目)での優勝、

そして、これまで最高の74種目で入賞し大会を盛り上げてくれました。

これもひとえに茨城県、茨城県教育委員会、各会場地市町村をはじめ関係機関・団体、

そして県民の皆様の温かいご支援ご協力の賜物と深く感謝申し上げます。

また、県内の約 10万人の高校生による「高校生一人一役活動」が展開され、大会運営

を側面からサポートしてくれました。県内外の大会関係者からは、「どこの競技会場でも

高校生が主体的に生き生きと活動し大会運営が円滑に進行できた」とお褒めの言葉をいた

だきました。また、選手からは「気持ちよく競技に参加することができた」さらに、高校

生アスリート達の真剣なプレーとこれら高校生の素晴らしい働きを見た地域の方々から、

「高校生に対する見方が変わった」「とても感心した」といった声も頂きました。

今教育界では、21世紀をたくましく切り開く心豊かな人材の育成が大きな課題と

なっておりますが、高等学校におけるスポーツ活動の役割や重要性とともに、機会を与

えられればものすごく大きな力を発揮する高校生の潜在的パワーを再認識した次第です。

今後、茨城県高等学校体育連盟といたしましては、この大会で得た貴重な経験を生か

し、高等学校における体育 。スポーツ活動並びに青少年健全育成の牽引役として一層努

力して参る所存でございます。

終わりに、本大会の開催にご尽力いただきました関係の皆様に、重ねて御礼申し上

げ、ご挨拶といたします。
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あ い さ つ

平成14年度全国高等学校総合体育大会

つくば市実行委員会会長

つくば市長 藤 澤 川頁一

「競え友よ 熱き力を 茨城で」の大会スローガンのもと、全国各地から多数の選手・

監督並びに役員の皆様方を「科学 。文化 。人間のまち :つ くば」にお迎えし開催された、

平成14年度全国高等学校総合体育大会 (2002年茨城総体)のバドミントン競技大会は、

すばらしいプレーの連続と数多くのドラマを生み、感動と感激を残し、成功裡のうちに

終了することができました。

これもひとえに、(財 )全国高等学校体育連盟バドミントン競技専門部をはじめ関係競

技団体など、本大会成功に向けて多大なご尽力をいただきました関係者の熱意と市民の

皆様のご支援の賜物であり、心から感謝申し上げます。

選手の皆様は、母校の栄誉と郷土の誇りを担って、連日猛暑の中、高校生らしい純粋

でさわやかな態度で、日頃の練習で培った力と技を遺憾なく発揮され、観戦された多く

の人々に深い感銘と感動を与えてくれました。

また、この高校総体は自分たちの大会であるという認識のもと「一人一役」を合い言

葉に、多くの高校生が、それぞれの分野において一生懸命大会運営を支えていただきま

した。この活躍は、出場選手に劣らぬものであり、青春の 1ページを飾るにふさわしい

内容であると思っております。

さらに、華やかな大会の陰で大会運営を支えていただいた多くの競技 。運営役員の皆

様にも厚くお礼申し上げます。

つくば市といたしましては、高校総体で得られた感動や感激を市民の思い出として残

し、将来へのエネルギーとするとともに、地域スポーツや生涯スポーツの振興に生かし

て参りたいと存じますので、今後とも変わらぬご支援 。ご協力を賜りますようお願い申

し上げ、あいさつといたします。
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あ い さ つ

平成14年度全国高等学校総合体育大会

牛久市実行委員会会長

牛久市長 大 野 喜 男

「競え友よ 熱き力を 茨城で」の大会スローガンのもと、高校生最大のスポーツの
祭典であります平成 14年度全国高等学校総合体育大会は数々のすばらしい成果と熱い

感動のドラマを残し、成功裡に終了することができました。

これもひとえに、全国高等学校体育連盟をはじめ、本大会の開催にあたり、深いご理

解とご協力をいただきました関係者と市民の皆様方のご協力の賜であり、心より御礼申

し上げます。

本市では、4日 間バドミントン競技を開催いたしましたが、連日の猛暑にもかかわら

ず、大勢の観衆の中、全国の頂点を目指した熱い戦いが展開され、多くの人々にすばら

しい感動を与えてくださいました。

選手の皆さんは、全国各地から集まった仲間や、大会を支えてくださった地元の高校

生とのふれあいを通して、友情の輪を広げ、さらには、当市の自然や歴史 。文化に親し

んだり、ふれていただきすばらしい感動と思い出の多い大会となったことと思います。

地元高校生の皆さんは「一人一役」を合い言葉に、草花装飾、清掃等をはじめ、大会

の準備や運営のために積極的な活動をし、また、市民ボランテイアの活躍もあり、全国

からの来観者を温かく迎えることができたと思います。

当市といたしましても、本大会で得た教訓を生かし、これからの市民スポーツの発展、

振興も役立ててまいりたいと存じます。

ここに、大会の軌跡を記録し、その成果を末永くとどめるため、報告書を刊行いたし

ましたので、ご高覧いただければ幸いと存じます。

最後に、本大会の運営に多大なるご支援、ご協力をいただきました関係者の皆様方に

深く感謝を申し上げましてあいさつといたします。
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男子学校対抗優勝・準優勝

高 松 宮 賜 杯

0日本バドミントン協会優勝旗 ②全国高等学校体育連盟会長杯

助全国高等学校体育連盟
バドミントン専門部長準優勝杯

文部科学大臣杯
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女子学校対抗優勝・準優勝
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m日本バドミントン協会優勝旗

文部科学大臣杯

帥全国高等学校体育運盟会長杯
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日

天 日 程
△

7=

種 別 月    日 内 容 場 所 開始時刻

会 議

7月 30日 (火 ) 常任委員会

つ くば国際会議場

15:00

7月 31日 (水 )
専門部長・委員長会議 10:00

監督会議 13:00

開会式 8月 1日 (木 )
総合開会式 笠松運動公園陸上競技場 10:00

バ ドミントン競技開会式 つくば国際会議場 15:00

競 技 8月 2日 (金 )
学校対抗
1回戦～3回戦

【男子】

つくばカピォ

竹園高校体育館

桜圏民センター

【女子】

牛久運動公園体育館

牛久栄進高校体育館

東洋大附属牛久高校体育館

9:00

競 技

表 彰

8月 3日 (土 )

学校対抗

準々決勝～決勝

学校対抗表彰式

【男子・女子】
つくばカピォ

9:00

競 技

8月 4日 (日 )
個人対抗  ダブルス
1回戦～準々決勝

【男子】

つくばカピオ

竹園高校体育館

桜圏民センター

【女子】

牛久運動公園体育館

牛久栄進高校体育館

東洋大附属牛久高校体育館

9:00

8月 5日 (月 )

‐
'上   ノ゙ングルス個人:苫
毅～準々決勝

【男子】

つくばカピオ

竹園高校体育館

桜圏民センター

【女子】

牛久運動公園体育館

牛久栄進高校体育館

東洋大附属牛久高校体育館

9:00

競 技

表 彰
閉会式

8月 6日 (火 )

個人対抗  ダブルス
シングルス

準決勝～決勝

個人対抗表彰式

バ ドミントン競技閉会式

【男子・女子】

牛久運動公園体育館 9:00

-17-



開 会 式 実 施 要 項

1期 日

つ  △  主旦
乙  7ヽ  考勿

3 式 次 第

平成 14年 8月 1日 (木)15:00～
つくば国際会議場

時    刻
(所要時間 :分 )

次    第 登  壇  者 備  考

14:30 選手着席
つ
乙 14:55 来賓 。大会役員着席 準備完了確認

っ
Ｊ 15:00(1) 開式通告

フ ァンフ ァー レ

BGM
И
サ 15:01(30) 選手入場

員
Ｊ 15:31(1) 開会宣言 大会副委員長

フ ァンフ ァー レ

BGM
Ａ

υ
０
４
つ
０

Ｅ
υ

９

ん 国旗儀礼 君が代CD
７

‘ 15:34( 3) 高体連の歌 CD

ｏ
０ 15:37(10) 優勝杯・優勝旗返還

大会会長

大会委員長
得賞歌CD

Ｏ

υ 15:47( 2) 大会会長あいさつ 大会会長

10 15:49( 2) 大会委員長あいさつ 大会委員長

11 15:51(10) 歓迎のことば
つくば市長

牛久市長

12 激励のことば 生徒代表

13 （
Ｕ

Ａ
） 3 激励のことば 茨城県バ ドミントン協会会長

14 16:04( 2) 選手宣誓
大会委員長
選手代表

フ ァンフ ァー レ

BGM

15 16:06(6) 連続出場校表彰 大会委員長
得賞歌

BGM

16 16:12(3)
高校生一人一役委員会

手作り記念品贈呈
生徒代表 得賞歌

17 16:15(3) 感謝状贈呈 ―■―△ △ 巨
ノヽ アヽ 7ヽ lIて 得賞歌

18 16:18(1) 閉式通告
フ ァンフ ァー レ

BGM
19 16:19 監督・選手退場 BGM
4 要 領
(1)式典役員は式場の所定の場所に9:30ま でに集合する。
(2)生徒補助員は、式場の所定の場所に9:30ま でに集合する。
(3)開会式後のプラカードは、各会場の競技主任が必要分を集め、会場へ運ぶ。
(4)優勝杯 。準優勝杯 。優勝旗返還の学校の生徒及び 10年 。20年連続出場校表彰を受
ける代表校の生徒は、14:30にステージ最前列席の所に集合してもらう。
(5)放送係に14:25に放送を入れてもらう。

-18-
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学校対抗表彰式実施要項
平成 14年 8月 3日 (土)競技終了後 (16:30～ 予定)
つくばカピォ

領

表彰はすべてフロアーで行う。

男子シングルス・女子シングルス・男子ダブルス・女子ダブルスの順で,優勝者,
準優勝者,第 3位の各 4名 (4組)を順に表彰する。
被表彰者は 13:20(表彰式開始 10分前)ま でに選手集合所 (サブアリーナ)に集
合する。

時刻 (所要時間 :分 ) 次   第 登 壇 者 備  考
16:20 来賓・大会役員着席

つ

″ 16:30(1) 開  式  通 」二
rコ フ ァンフ ァーーレ

つ
０ 16:31(2) 監 督 。選 手 入場 行進曲
И

■ 16:33 (2) 成 績 発 表 競技役員長
ｒ
Э 16:35(15) 表 彰 授 与 者 得賞歌
ｒ
Ｕ 16:50(1) 閉 式 通 告 ファンファーーレ
７
‘ 16:51 監 督 。選 手 退場 行進曲

4 要 領
(1)表彰はすべてフロアーで行う。
(2)優勝校・準優勝校の表彰は男女同時に行う。第 3位校の表彰は,男女別に2校同時
に行う。

(3)被表彰者は 16:20(表彰式開始 10分前)ま でに選手集合所 (ホ ール)に集合する。

個 人対 抗 表 彰 式 0閉会 式 実施 要 項

平成 14年 8月 6日 (火)競技終了後 (13:30～予定)
牛久運動公園体育館

「
■
　

ソ^
“
　

う
０

日

所

第次

期

場

式

4 要
(1)

(2)

/´、ヽ
6ヽノ

時刻 (所要時間 :分 ) 次   第 登 壇 者 備  考
13:20 来賓 。大会役員着席

つ

“ 13:30(1) 開 式 通 告 フ ァンフ ァー レ
う
０ 13:31(2) 選 手 入 場 行進曲
／

量 3
っ
じ 3 2 成 績 発 表 競技役員長

員
Ｊ 13:35(15) 表 彰 授  与  者 得賞歌
′
０ 13:50 (2) 大会委員長あいさつ 大会委員長
７
′ 13:52(1) 開 催 地 あ い さ つ 牛久市代表
ｏ
０ 13:53(1) 国 旗 儀 礼 君が代
Ｏ

υ 13:54(1) 閉 会 宣 言 大会副委員長 フ ァンフ ァーーレ

10 13:55(1) 閉 式 通 告

11 13:56 選 手 退 場 行進曲
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競 技 成 績 一 覧 表

競技種目 順位 被表彰者 (校)名 都道府県名

学校対抗

男子

1 関東第一高等学校 東京都

2 延暦寺学園比叡山高等学校 滋賀県

3

埼玉栄高等学校 埼玉県

熊本県立八代東高等学校 熊本県

学校対抗

女子

1 青森山田高等学校 青森県

2 岐阜県立岐阜商業高等学校 岐阜県

3

石川県立金沢向陽高等学校 石川県

九州国際大学附属高等学校 福岡県

個人対抗

男子ダブルス

1 池田雄一・新開慎士 (関東第一高等学校 ) 東京都

2 土田匡泰・高木洋平 (関東第一高等学校 ) 東京都

3

井上知也・新井克己 (埼玉栄高等学校 ) 埼玉県

竹村祥吾“堂下智寛 (北越高等学校 ) 新潟県

個人対抗

女子ダブルス

1 林 裕佳 "脇田 侑  (県立岐阜商業高等学校 ) 岐阜県

2 清水陽子・岡本望良 (常総学院高等学校 ) 茨城県

3

浅原さゆり・黒田香織 (笠岡商業高等学校 ) 岡山県

廣瀬栄理子・今別府靖代 (青森山田高等学校 ) 青森県

個人対抗

男子シングルス

1 池田雄一 (関東第一高等学校 ) 東京都

2 新開慎士 (関東第一高等学校 ) 東京都

3

山口公洋 (延暦寺学園比叡山高等学校 ) 滋賀県

庄 旭明(柏原高等学校 ) 大阪府

個人対抗

女子シングルス

1 平山 優 (聖ウルスラ学院) 宮城県

2 廣瀬栄理子 (青森山田高等学校 ) 青森県

3

岩田新菜 (埼玉栄高等学校 ) 埼玉県

松尾静香 (此花学院高等学校) 大阪府
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男子学校対抗

関 東 第 一 (東 京)1

城      東(徳  島)2

長 野 商 業 (長 野)3

自 由  ケ 丘 (福  岡)4

星      陵(静  岡)5

前      沢(岩  手)6

旭  り|1 工  業 (北北海道)7

常 総 学 院(茨 城)8

横 手 工 業 (秋 田)9

京  都  両  洋(京  都)10

鹿 児 島 商 業 (鹿 児 島)11

作 新 学 院 高等 部(栃  木)12

水 島 工 業(岡 山)13

神 戸 村 野 工 業 (兵  庫)14

千 葉 敬 愛 (千 葉)15

境  港  工  業 (鳥  取)16

帝 京 安 積(福 島)17

読      谷(沖  縄)18

金 沢 市 立 工 業 (石  川)19

新      田(愛  媛)20

別 府 鶴 見 丘(大  分)21

大      府(愛  知)22

新      宮 (和 歌 山)23

松 江 商 業 (島 根)24

埼   玉   栄(埼  玉)25

18
◎

表士

一

４
ｔ△
口
組 (B丁 -49)

10

26延暦寺学園比叡山(滋  賀 )

27    妻    (宮   崎 )

28高 岡 工 芸(富 山 )

29高 松 第 一 (香 川 )

30鶴 岡 工 業 (山 形 )

31藤      代 (茨  城 )

32久      居 (三  重 )

33前   橋   東 (群  馬 )

34西      陵(長  崎 )

35仙 台 商 業 (宮 城 )

36下 関 中 央 工 業 (山  口 )

37札  幌  第  一 (南北海道 )

38柏      原(大  阪 )

39県 立 岐 阜 商 業(岐  阜 )

40足      羽(福  井 )

41甲 府 商 業 (山 梨 )

42唐   津   南 (佐  賀 )

43青 森 山 田(青 森 )

44北      越 (新  潟 )

45川 崎 総 合 科 学 (神 奈 川 )

46安   佐   北 (広  島 )

47添       上 (奈  良 )

48高  知  商  業 (高  知 )

49八   代   東(熊  本 )

③

③
26
②

◎

34 ③

③ ②

11

②

　
①

◎

　

４
③

ｌ
②

27

③
42

８
②

③

２
◎

③

①

優
勝
　
関
東
第

一

⑥

①

②
35

5 29

13

14

③

21
③

47

③

②

③ ⑥

46 ③

③
30
⑥

◎
２
③

③

40
③

③

31

15

16

③
7

23

③

　

５

　

⑥
．

③

①

①

②

　

③

①③

37 17

② ③

◎
33

③

③

9

25
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女子学校対抗 組合せ表 (G丁 -49)

青 森 山 田(青 森)1

知      念(沖  縄)2

名古屋経済大学市郁(愛  知)3

旭  り|1 実  業 (北北海道)4

甲 府 商 業 (山 梨)5

勝      山(福  井)6

添      上 (奈  良)7

広 島 桜 が 丘 (広  島)8

日 本 橋 女 学 館 (東

清  陵  情  報 (福

清  和  女  子 (高

鶴鳴学園長崎女子 (長

常  総  学  院(茨

埼   玉   栄 (埼

山 形 市 立 商 業 (山

西   乙   訓 (京

宮  崎  商  業 (宮

′]ヽ          言者(長

新 居 浜 東 (愛

熊  本  中 央 (熊

前   橋   東 (群

星      陵(静

日 ノ 本 学 園(兵

熊   毛   北 (山

金 沢 向 陽(石

京)9

島)10

知)11

山奇)12

城)13

玉)14

形)15

都)16

山奇)17

野)18

媛)19

本)20

馬)21

岡)22

庫)23

日)24

川)25

18
◎

③

⑥

③

26
①

③

26県 立 岐 阜 商 業 (岐  阜 )

27鹿 児 島 女 子 (鹿 児 島 )

28耐      久 (和 歌 山)

29笠 岡 商 業 (岡 山)

30前       沢 (岩  手 )

31土  浦  第  三 (茨  城 )

32札  幌  静  修 (南北海道 )

33西 武 台 千 葉 (千  葉 )

34富 山 商 業 (富 山 )

35昭  和  学  園(大  分 )

36倉 吉 工 業 (鳥 取 )

37香  り|1 中 央 (香  川 )

38聖 ウル ス ラ学 院(宮  城 )

39真 岡 女 子 (栃 木 )

40久      居 (三  重 )

41四 條 畷 学 園(大  阪 )

42城      東 (徳  島 )

43九州国際大学付属 (福  岡)

44新 潟 青 陵(新 潟 )

45佐 賀 女 子 (佐 賀 )

46大   和   西 (神 奈 川 )

47大      東(島  根 )

48横 手 城 南 (秋 田 )

49滋 賀 女 子 (滋 賀 )
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男子個人対抗 ダブルス 組合せ表 (BD-98)
進藤陽介・内田英視(茨 城・常総学院)1
小越元喜・中嶋康貴(愛 知・豊  川)2
北山雄一郎・津野友也(高 知・高知学芸)3
小澤 薫・秋武一也(福 岡・自由ケ丘)4
白井亮次。高林隼治(兵 庫・神戸村野工業)5
藤原秀一。畑 友貴(岡 山。水島工業)6
及川正太・畠山 敬(宮 城。米谷工業)7
庄 旭明・喜多勝人(大 阪・柏  原)8
大泉陽介・山ノ内利幸(北北海道・旭川工業)9
芦田篤志。小林雅俊(新 潟。北  越)10
菅野俊助・田沼雄一(福 島・帝京安積)11

佐瀬俊之。佐瀬裕之(神奈川・大 和 西)12

柿内康平。永山弘明(鹿児島・鹿児島商業)13

村上 亮・宮村順也(石 川。金沢市立工業)14
米田裕之・秦岡雅憲(島 根。大  東)15
藤田絢也・宮川 真(岩 手。前  沢)16
大場友裕・北原良樹(千 葉・千葉敬愛)17

中村正博。中村陽祐(長 崎。西  陵)18
日下直人

井上知也

小川勝弘

伊東大地

東出真平

高 松 泰

大山拓朗 (

新井克己 (

藤田真平 (

松本祐太朗(

田村正明 (

梶原将志 (

高松第一)19

埼 玉 栄)20

高岡第一)21

安 佐 北)22

京都両洋)23

日田林工)24

島 袋 剛・幸地 寛(沖 縄・読  谷
奥山貴陽・大坂 庄(秋 田・横手工業
辻田嘉章・多谷公志(滋 賀・延暦寺学目比叡山

丹下徹彦・米山洋輔(茨 城。右渓学園

末吉健志・柏木 良(鳥 取・境港工業
中居 聖。今藤康裕(岐 阜・県立岐阜商業
井手 大・鬼高紘一(宮 崎。宮崎工業
斉藤祐介・斉藤泰士(栃 木・作新学院高等部

岡田裕治郎・宮崎賢治(青 森。青森山田

三崎 剛・山縣圭太(山 口・下関中央工業
水戸部淳・佐藤 竜(山 形・鶴岡工業
奥田健太。大田那也(和歌山。新  宮

⑥

50土田匡泰・高木洋平(東 京。関東第一)

51本部崇仁・森塚 槙(宮 崎・日章学園)
52新宅 献。伊東 学(広 島・安 佐 北 )
53藤井将貴・茂木暢彦(茨 城。右渓学園)

54池田浩志。江頭龍―(奈 良・添  上 )
55後藤洋介・森 理成(岐 阜・県立岐阜商業)
56立田勇太・高須賀大輔(愛 媛。新  田)
57前島 智・小俣和也(山 梨。甲府商業 )
58杉山慶太・奥山正芳(山 形・鶴岡工業 )
59椎名勇太・中山譲二(長 野・岡谷工業 )

60小形祐紀。田中啓輔(佐 賀・唐 津 南 )
61竹村幸洋・和泉 孝 (北北海道。旭川工業 )
62山口公洋・早川賢一(滋 賀・延暦寺学日比叡山)

63熊谷 篤・末永貴義(宮 城。米谷工業 )
64山岡正記・辻井悠介(三 重・久  居 )
65堀之内真・安柴翔一(鹿児島・鹿 児 島)

66金子陽次・尾池将成(群 馬。前 橋 東 )

67田中 翔・堀 具人(岡 山・水島工業 )
68中鳴栄聡・黒瀬尊敏(富 山・高岡工芸 )

69杉内一浩・笠井飛鳥(徳 島・城  東)
70大田 翔。蓼沼智大(栃 木・宇 都 宮 )
71武村 仁。西村知也(京 都。京都両洋)
72嵩本将吾。営山太一(沖 縄・読  谷)
73中山大聡。福原公太(青 森。東奥学園)

74竹光唯至。河野亮輔(山 口・柳井工業 )
75黒田俊明。中尾祐介(埼 玉。埼 玉 栄 )

76荒川博之。安田佑弥(静 岡。伊  東 )
77井上大輔・立藤正晃(大 分・別府鶴見丘)

78坂桂美彦・岩先翔平(福 井・勝  山)
79佐川 均。根本唯宇(福 島・帝京安積 )
80山田和弘・工藤慶祐 (南北海道・札幌第一 )

81竹中裕紀・西村健太郎(鳥 取・倉吉工業 )
82大野 航・岡上貴之(高 知。高知商業 )
83岸本泰樹・細川泰大(兵 庫・神戸村野工業)

84小宮慎吾・吉賀稔文(神奈川・川崎総合科学)

85有田裕佑・西澤 亮(熊 本・八 代 東 )
86長屋伸健。田中陽一(愛 知。大  府 )
87守屋正彦・伊藤雅俊(大 阪・此花学院)

88松尾剛史・石井雄樹 (長 崎。竣  浦)
89松浦郁実。川嶋太郎(千 葉。千葉敬愛 )
90昆 和秀・佐 木々和紀(岩 手・盛岡第四)
91竹村祥吾・堂下智寛(新 潟・北  越 )
92堀口慎太郎・昌山由樹也(香 川。高松商業 )

93山田一哉・山口 俊(石 川・金沢市立工業)
94今西健二・石垣裕貴(福 岡。自由ケ丘 )

95三島幸寛・藤原弘一(島 根・松江商業 )

96石丸賢一。窪 和馬(和歌山。新  宮 )
97鈴木良祐・渡邊 岡1(秋 田・能代商業 )
98青山 真・高島康博(茨 城・藤  代 )
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佐野 聖。岡本拓也(静 岡。星  陵)45
三谷彰彦・三谷宜弘(徳 島・徳島市立)46

小暮達也・江泉享哉(群 馬。前 橋 東)47
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女子個人対抗 ダブルス 組合せ表 (GD-98)
清水陽子・岡本望良(茨 城・常総学院)1
山口奈美・逢坂邦枝(徳 島・城 ノ 内)2
河上弥加・砂田千晶(岡 山・笠岡商業)3
若林香織・服部イ1各子(長 野・長野商業)4
阿部美奈・吉武愛莱(大 分・別府鶴見丘)5
間瀬さやか・土田紘子(愛 知・愛知淑徳)6
小林麻衣・加藤明子(宮 城・聖ウルスラ学院)7
周  艶。霜山智美(広 島・広島桜が丘)8
秋田真菜・仲間 愛(長 崎。鶴鳴学日長崎好)9
山内結香。中村紋子(福 井・勝  山)10
平戸亜里沙・竜口千秋(千 葉。西武台千葉)11

小坂 綾・高橋由利子(秋 田。羽  後)12
三条幸菜・村松みどり(滋 賀・滋賀女子)13

大條亜津紗・井上亜沙美(愛 媛・新居浜東)14

原田麻理・滝口美和(山 形・山 形 北)15

小磯彰子・山下幸子(鹿児島・鹿 児 島)16

水野華衣・桔梗美香 (富 山。富山商業)17

東 志乃・岩岡真由美(和歌山・耐  久)18
小池由子・田中里実(埼 玉・埼 玉 栄)19

生田紗雪・鶴田愛美(熊 本・熊本信愛女学院)20

柴村若名・裏川千智(京 都・立命館宇治)21

林 幸代・藤山裕希(山 口・中村女子)22
関 紀子。久保田里奈(群 馬・前 橋 東)23
別所美穂・山本真衣(三 重。久  居)24
三浦空見・福井早紀(北北海道・旭川実業)25

廣瀬栄理子。今別府靖代(青 森。青森山田)26

秦 愛子・福原麻子(島 根・松 江 北)27
宮城沙矢香。国頭和加奈(沖 縄・南 風 原)28

鶴見麻衣・阿部未加子(神奈川。大 和 西)29

今橋磨有子・井村幸奈(高 知。清和女子)30

松尾静香・加隈さつき(大 阪・此花学院)31

原田香里・櫻井里美(茨 城・常総学院)32

有川あゆみ。小川成美(宮 崎。宮崎商業)33

日井裕子・三輪紗弥香(岐 阜。県立岐阜商業)34

山本久美子・藤井ひとみ(兵 庫・夙川学院)35

小室衣代・後藤久美(栃 木・小山城南)36

青山早希。通次尚美(石 川。金沢向陽)37

村松瑞穂・金森裕子(静 岡・星  陵)38
生部由香里。江口亜也子(佐 賀・佐 賀 北)39

高野孝子・高橋裕希(新 潟・新潟青陵)40

森田由美子・櫻井あずさ(奈 良・添  上)41
村上 桂。浅沼幸恵(岩 手・盛岡市立)42
野谷知美・神ゆかり(東 京・淑徳巣鴨)43

藤原由衣・信組絵美(鳥 取・倉吉工業)44

植村知江子・前原知佳(香 川・高松商業)45

飯島春奈・島田陽子(山 梨・甲府商業)46

工藤亜紀。永野陽子(南北海道・札幌静修)47

鈴石望美。添田美加(福 島・帝京安積)48

山田紘実・田村幸代(福 岡・九州国際大学付属)49

◎

50和泉奈 恵々・平林亜希 (北北海道・旭川実業 )

51石井美帆。本田智子 (栃 木・真岡女子 )

52加藤絵里。加藤有里 (鳥 取。米  子 )
53梅原 梨・高橋紗里 (京 都・西 乙 訓 )
54三 好 恵・児玉沙弥香(宮 崎。宮崎商業 )

55藤澤美佑紀。蔵本瑠衣子(青 森・青森山田 )

56媚山富実華。本間つかさ(新 潟・新潟青陵 )

57平石綾香・塩澤彩子 (静 岡・星  陵 )
58下和田真佳・豊島愛香 (鹿児島・鹿児島女子)

59近藤 瞳・三瓶沙織 (福 島・清陵情報 )
60松本祐右子・影山侑子 (高 知・土佐女子 )

61綿引悠貴・岡野あゆみ(茨 城・常総学院 )
62林 裕佳・脇田 侑 (岐 阜・県立岐阜商業)
63畑小百合・和田みちる(福 井。足  羽 )
64浅井睦美・片山理代 (広 島・祇 園 北 )
65中井川美奈・村山怜奈 (東 京。日本橋女学館)

66赤松由紀・坂下由佳 (大 阪。四條畷学園)
67吉村征美。前田美順 (熊 本・熊本中央 )
68久門美香。安藤朋恵 (愛 媛。西条農業 )

69大北朱美・北村 梢 (滋 賀・滋賀女子 )
70那須真由子・尾形真記江(岩 手。前  沢 )
71松尾杏澄・末長 南 (山 口・熊 毛 北 )
72外間いづみ・仲村香織 (沖 縄・知  念 )
73佐藤真由・小池温子 (千 葉。西武台千葉)

74神田麻里・阿野加代子(南北海道・札幌静修 )
75藤原 綾・鈴木絵美 (神奈川。大 和 西 )
76長部千賀子・古賀江利奈(福 岡・精華女子 )

77岡本万輝・谷沙弥香 (徳 島・城  東 )
78長谷川潤・森谷美沙都(山 形・山形城北 )
79宮本 優・冨樫理奈(富 山・富山商業 )
80小椋しのぶ・北尾美保 (愛 知・名龍締岸榔)

81新田奈 ・々遠藤奈緒美(島 根。大  東 )
82椛島のぞみ。武下ちどり(佐 賀・佐賀女子 )

83下山明日香・小川智美(群 馬。明照学園樹徳)

84鍛治祐美子・木村咲絵 (石 川・金沢向陽 )

85目 秦香菜・三宅知佳(奈 良・添  上 )
86明石光世・西岡紗世 (香 川・香川中央 )

87野田亜紀・柴田あゆみ(山 梨・増穂商業 )
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90近藤美如・小倉みゆき(茨 城・藤  代 )
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94福島郁恵・吉原秀美(長 野・松  代 )
95陣田有希。近澤奈々(三 重・ 暁  )
96青木優弥・坂本有希 (和歌山・耐  久 )
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男子個人対抗 シングルス (BS-98)
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女子個人対抗 シングルス 組合せ表 (GS-98)
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26 競技役員長 伊佐山 正 和

訂  正
96 県 立 中央 高 校 を 熊本中央高校

平成14年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技

プログラムの誤字・脱字訂正一覧

男子

女子

ページ 学  校  名 訂  正

89 青 森 山 田 高 校 阿 部 亮 介 舘 田 暢 行

90 県立岐阜商業高校 菊 地 孝 昌

90 高 岡 工 芸 高 校 嶋   厚 史

91 安 佐 北 高 校 伊 東 大 地 伊 東   学

91 京 都 両 洋 高 校 高 木 彰 人

91 下関中央工業高校 暗 岡ll

91 柳 井 工 業 高 校 松 尾 光 平

妻   高  校 河 野 廉 周

92 読 谷 高 校 高江洲   武 営 山 太

90 北 越 高 校 渡 部 征 弘

89 千 葉 敬 愛 高 校 窪 田 壮 泰

ページ 学  校  名 訂  正
93

山形市立山形商業
高      校

新 関 佳央里

94 富 山 商 業 高 校 冨 樫 理 奈

95 笠 岡 商 業 高 校 河 上 弥 加

95 倉 吉 工 業 高 校 平 谷 享 子

96 宮 崎 商 業 高 校 河 野 真 依
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平成14年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技

監督0コーチ・マネージャー・選手変更一覧

変更一覧

男 子 都道府県名 学 校 名 変 更 前 変 更 後

監  督 静   岡 伊 東 所   康 俊 向 井 智 治

コーチ 群  馬 前   橋   東 石 関 浩 三 今 井 勇 司

コーチ 東  京 関 東 第 清 水 一 行 渋 谷   実
コーチ 新  潟 1ヒ 越 羽二生 孝 洋 長 岡   大
コーチ 富  山 高  岡 工 7ヽ 水 上 稔 春 張   天 雄
コーチ 熊    '本 八   代   東 江 崎   淳 村 崎 孝 文
マネージャー 東  京 関 東  第 松 本 久 雄 堀 川1 善 生
マネージャー 山  梨 甲府市立甲府商業 在 田   亮 渡 辺 雅 男

マネージャー 富  山 高  岡 工 7ヽ 高 寺 翔 水 上 稔 春

マネージャー 石   川 金 沢 市 立 工 業 田 本寸 暢 介 米 谷 勝 重

マネージャー 岡  山 水 島 工 業 谷 口 賢 次 今 吉 俊 文

マネージャー 宮  崎 妻 井 上 尋 順 手 嶋 久 司
選 手 東  京 関 東 第 アラムシャユナス 安 本寸 達
選 手 鹿 児 島 鹿 児 島 商 業 鳥 丸 卓 水 小 原 泰 士

選 手 宮  崎 妻 手 嶋 久 司 井 上 尋 順

女子 都道府県名 学 校 名 変 更 前 変 更 後

監 督 京  都 立 命 館 宇 治 八 木 良 明 林 田 広 美

コーチ 群  馬 前   橋   東 田 邊 絢 加 今 井 勇 司

コーチ 山  梨 甲府市立甲府商業 滝 サ|1   修 井 由有理
コーチ 岐  阜 県 立 岐 阜 商 業 山 田 真奈美 尾 藤 伸 治

コーチ 香  川 香  り|1 中 央 真 鍋 美名子 佐 柳 清 子
コーチ 新  潟 新 潟 青 陵 高 木 麻 実 佐 藤 秀 夫

コーチ 島  根 大 東 細 田 美 穂 井 田 めぐみ
コーチ 大  阪 四 條 畷 学 園 安 藤 ひとみ 中 川   彩
コーチ 長  崎 鶴鳴学園長崎女子 金 澤 安 李 砂 月1 奈津美

-"ii-)t* 」ヒ」ヒ消季‐更室 旭  サ|1 実  業 山 本 美 智 神 谷 真 希

マネージャー 東  京 日 本 橋 女 学 館 朝 生 智 美 佐 藤 亜 佑

マネージャー 岩  手 岩 手 県 立 前 沢 小野寺 愛 子 長谷川   舞
マネージャー 青  森 青 森 山 田 岡 部 珠 恵 藤 澤 美佑紀
-zi.*)t- 青  森 青 森 山 田 藤 澤 美佑紀 蔵 本 瑠衣子
vi.*)t* 山  梨 甲府市立甲府商業 三 井 亜衣理 西 田 佳 代

マネージャー 新  潟 新 潟 青 陵 村 山 知 聡 長 野 愛 恵

マネージャー 大  阪 四 條 畷 学 園 多 田 真知子 銭 谷 まゆ子
選 手 東  京 日 本 橋 女 学 館 佐 藤 亜 佑 朝 生 智 美

選 手 岩  手 岩 手 県 立 前 沢 長谷川   舞 小野寺 愛 子
選 手 青  森 青 森 山 田 藤 澤 美佑紀 岡 部 珠 恵
選 手 」ヒ」ヒ消手‐美室 旭  り|1 実  業 神 谷 真 希 山 本 美 智

選 手 大  阪 四 條 畷 学 園 中 川   彩 安 藤 ひとみ
選 手 大  阪 四 條 畷 学 園 銭 谷 まゆ子 多 田 真知子
選 手 長  崎 鶴鳴学園長崎女子 砂 月1 奈津美 金 澤 安 李
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男子 学校対抗戦 (B丁 )
1回戦
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男子 学校対抗戦 (B丁 )
準々決勝
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男子 学校対抗戦 (B丁 )
準決勝

男子準決勝、本大会第 1シー ドの関東第一と順当に勝ち上   男子準決勝、試合番号 47の試合は、青森山田を3-1で
がった第 4シ ー ドの埼玉栄との対戦となった。        破った第 2シ ー ド八代東と札幌第一を3-0で 退けた第 3
第 1単、関東第一の[16と 埼玉栄の秋山の対戦は、F15が立ち  シード比叡山との対戦となった。第一単は、第 1ゲームを比
上り5-0ま で一気にいき、 6-3で せった後、着実にポイ  叡山の数野、第 2ゲームを八代東の川口が奪い、フアイナル
ントを重ね、 15-7で 第 1ゲームを取る。第 2ゲームは郵  ゲームは逆転に次ぐ逆転の末、数野が 15-12で 勝った。
のペースでスタートしたが、秋山がラリーをしのぎながら9  第一複は、比叡山の山口・早川組が 15-3、  15-5と 圧
-7と リードしたが、邸もショー トサービスとヘアピンを多  勝 して比叡山が 2ポ イントを先取することとなった。
用し、第 2ゲームを 15-10と して勝利を収めた。      第 2複の第 1ゲームは lo点 まで激しいラリーが展開され
第 1複、関東第一の池田・新開、埼玉栄の井上 。新井の対戦  たが、八代束の有田・西澤組が 15-10で 押 し切るもの
となった。井上 。新井の攻撃が良く決まり、8-1と 一気に  の、第 2ゲームは比叡山の辻田・多谷組が 10-8か らリー
リードを広げる。しかし、地力に勝る池田 。新開もふんばりを  ドして、 15-8で 逃げ切った。ファイナルゲーム、八代東
見せ、 10-8と 逆転、そのまま15-9で 第 1ゲームを勝  はポイントがかかっているだけに必死に抵抗、8-6で チェ
つ。第 2ゲームは井上 。新井が再びラツシュ4-0と 飛び出す  ンジエンドするとそのまま流れをつかんで 15-6と勝利した。
が、池田 。新開も冷静に試合をはこび5-5に追いつく。攻め   フアイナルにもつれこむ激しい試合と並行して行われてい
る池田・新開が 12-5と 徐々に差を広げる。ここで奮起した  た第 2単は、比叡山の山口が長身を生かしたショットで、
井上・新井が追い上げ、 12-14と 迫る。 14か ら苦しんだ  ゲームの前半は7-1と 圧倒し、一時は八代束の橋本に追い
池田 。新開が最後のアウトを見届け 15-12と 2ゲームを  つかれる場面もあったが 15-11で 第 1ゲームを取り、第
連取 した。                         2ゲ ームも集中力を切らさずに 15-5で 連取して、比叡山
第 2複、関東第一の土田・高木、埼玉栄の黒田・中尾の対  高校の決勝進出を決めた。第 3単 は、八代束の有田が第 1
戦は、両組流れをつかめないまま、 5-5か ら黒田 。中尾が  ゲーム、 12-10で リードしていたが、第 2単で勝敗が決
8-5と したが、土田 。高木が攻めに転じ、 15-10で 第  まったため、途中打ち切 りとなった。
lゲームを取った。第 2ゲーム、黒田・中尾が一気に10-
1と するが土田・高木が粘 りを見せ、 10-4で サービス
オーバーの繰 り返すところから 12-9ま で追いつかれた
が、 15-10と してファイナルゲームヘと持ち込んだ。第
3ゲーム、競り合いでスタートしたが、土田・高木が 6-3
のところで、第 2単で決着がつき、打ち切られた。

第 2単、関東第一池田、埼玉栄井上の対戦で始まった。攻
める池田に対し、安定 したコントロールが持ち味の井上だ

が、 7-1と 池田のスマッシュが良く決まり大きくリードす
る。そのまま池田が攻め続け 15-5と 第 1ゲームを先取。
序盤一進一退の攻防が続き、池田4-3と リードから、井上
のミスが出始め、 10-3と リー ドが広がる。その後も攻め
切った池田が 15-3と 第 2ゲームを勝ち2-0で 池田が勝
利した。このポイントで3-0と した関東第一が決勝へと進
2 ',
~・ ~V                                            -38-
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男子 学校対抗戦 (B丁 )
決 勝

男子学校対抗決勝は男子では大会史上初の 4連覇を狙う関東第一と17年ぶり7回 目の優勝をめざす延暦寺学園比

叡山の対決となった。

第 1シ ングルスは邸と数野の対戦となった。 1ゲーム前半は邸の強力なスマッシュを数野がよくレシープし、サー

ビスオーバーを繰り返すが、徐々に邸のペースとなり15-5で fi「が取る。 2ゲームロは数野のネットプレーにミス
が多く、 11-7ま で追い上げるのがやっとで、116の スマッシュが冴えわたり15-11で 邸が第 1シ ングルスを制
した。

第 1ダブルスは池田・新開組と山口・早川組の対戦となった。 1ゲームロは池田。新開組の動きが冴え12-5と
大きくリードする。その後山口・早川組も必死に追いかけるが 15-8で池田。新開組が 1ゲームロを取る。第2ゲー
ム、勝負を決めたい池田・新開組に対し必死に追う山口・早川組であったが、前半 8-2と 池田・新開組がリード
した。

しかし、ここで山口・早川が踏ん張リスマッシュが決まりだし8-6ま で盛り返すが池田。新開組も負けじと11
-6と 引き離す。ここからサービスオーバーの連続となり迫力のあるスマッシュの打ち合いが展開されるが、スマッ
シュカでやや勝る池田・新開組が打ち勝ち15-6の 2-0で勝利した。第 2ダブルスは 1ゲームロ辻田・多谷組の
ミスが多く、土田・高木組が一気に10-3と リードする。その後土田・高木にもミスが出始め 11-8と 追い上げ
られるが 15-11で 取る。 2ゲームロはレシーブカのある土田・高木組に対し攻撃力のある辻田・多谷が果敢に攻
め込む。一進一退の攻防が続き終盤までもつれるが最後は、土田のロングサービスに対して多谷のスマッシュがバッ

クアウトし15-12で 土田・高木組が勝利した。
並行して行われていた第2シ ングルスの池田対山口の対戦は 1ゲームロ15-12で 池田が取った。 2ゲームロは
5-4と なったところで第 2ダブルスを関東第一が勝ち、打ち切りとなった。これで関東第一は大会史上初の4連覇
の偉業を成し遂げた。
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女子 学校対抗戦 (G丁 )
3回戦
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女子 学校対抗戦 (G丁 )
準々決勝
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女子 学校対抗戦 (G丁 )
準決勝

第 1シ ングルス 小柳 (山 田)一本村 (向陽 )
第 1ゲーム :序盤からライン際を狙う攻め合い、得点が入

らないままサービスチェンジが続いた。木村 (向陽)は フッ

トフォルトをとられるミスも続いたが、 6点オールまで攻防

が続いた。小柳 (山田)の息が少し上がり、木村 (向陽)の

攻めが決まり始めた。その後も両サイドヘ攻めが決まり、 1
3-10で 木村 (向陽)がゲームを制 した。
第 2ゲーム :小柳 (山田)は ミスが目立ち、0-3と リー
ドされるが、その後、緩急をきかせた攻めが続き、 11-4
で圧勝した。木村 (向陽)も起死回生を狙うが、ライン際を

狙いすぎたのかミスに阻まれた。

第 3ゲーム :小柳 (山田)は、第 1ゲームを落としたもの

の第 2ゲームの勢いを引継ぎ、 11-2と 圧勝した。試合は
小柳 (山田)がヘアピンなどネット際のプレーを中心に攻
め、木村 (向陽)は スマッシュを打つがネットに阻まれるな
どのミスが続いた。

第 1ダブルス 廣瀬 。今別府 (山田)一青山・通次 (向陽)
第 1ゲーム :出足はお互いに様子を見ながらの短いラリー

で始まった。最初に動きがでたのは2-2か ら青山・通次ペ
アにサーブの乱れが生じて、そのまま廣瀬 。今別府ペアが6

-2ま で連続ポイントをとる。
しかし、青山 。通次ペアも徐々にスマッシュからのプッ

シュが効果的にきまり、 7-6ま で得点を押し戻した。しか
し、廣瀬 。今別府ペアの思い切りのよいプッシュなどに、青

山・通次ペアは最後まで苦しめられ 15-8で 廣瀬・今別府
ペアが第 1ゲームを制した。

第 2ゲーム :出 だしから廣瀬 。今別府ペアの前衛でのス
トツプが効果的に決まり7-3ま でリードするが、徐々にラ
インを割る場面が増えてきた。そこに青山・通次ペアの鋭い

カツトが相手のノータッチできれいに決まるなどで、ゲーム

の流れが青山・通次ペアに傾いた。その後一進一退が続いた

<第 1シ ングルス>
後藤 (県立岐阜商業)のサービスから始まった。関谷 (九

州国際大学付属)が後藤 (県立岐阜商業)のバックアウトな
どで2-0と リードした。
後藤 (県立岐阜商業)がスマッシュを決め4-2と リード
したが、関谷 (九州国際大学付属)がテンポの速い攻撃をす
ると後藤 (県立岐阜商業)は ドロップをネットにかけ、5-
4と 関谷 (九州国際大付属)が一歩リードした。その後も関
谷 (九州国際大学付属)は ネットプレーで勝り、後藤 (県立

岐阜商業)の ドロップミスもあって、一気に10-4ま で
リードし、最後はスマッシュをドライブで切り返して決

め、関谷 (九州国際大学付属)が 11-4で 1ゲームロを
とった。

2ゲームロは序盤、後藤 (県立岐阜商業)がスピードは遅
いがネットぎりぎりに落ちるドロップを決め3-0と リード
した。

関谷 (九州国際大学付属)は ネットにかけるミスが目立
ち、逆に後藤 (県立岐阜商業)は得意の遅いドロップを決
め、8-1ま で一気にリードした。その後も後藤 (県立岐阜
商業)は クロスネットも決め、相手をうまく動かして 10-
2と ゲームポイントを取り最後はヘアピンで決めて 11-3
とあっけなく決めファイナルとなった。

フアイナルゲームは序盤一進一退で関谷 (九州国際大学付

属)の長身からのスマッシュやドロップも決まったが、サイ
ドアウトなどのミスも目立ち4オ ールとなった。
チェンジアウト後も関谷 (九州国際大学付属)の ミスで 7
-4ま で後藤 (県立岐阜商業)がリードしたが、後藤 (県立
岐阜商業)も 簡単なネットミスや長いラリーからのミスが出
て、7オ ールとなった。

そこから後藤 (県立岐阜商業)がスマッシュゃヘアピンを
決めはじめ 10-7ま でリードした。最後は後藤 (県立岐阜
商業)が連続スマッシュで 11-7と試合を決めた。
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が、青山・通次ペアが追いつく形でセティングになり、その

勢いのまま 17-14で 第 2ゲームロを取 り戻した。
第 3ゲーム :第 2ゲームと逆に、出だし青山・通次ペアの

動きの良さが目立ったが、サーブフォルトをきっかけに5-
1ま で廣瀬 。今別府ペアにリードを許していた。その後、青

山・通次ペアは5-4ま でスマッシュからのプッシュなどで
流れを取り戻したかに見えたが、廣瀬 。今別府ペアの打点の

下に入り込む強いプッシュで 10-4と 廣瀬 。今別府ペアに
連続ポイントをとられる。その後青山・通次ペアも10-1
2ま で追い上げたが、スマッシュ・プッシュのたたみかける

ような攻撃により15-10で 廣瀬 。今別府ペアがマッチを
制した。

第 2ダブルス 杉谷・佐藤 (山 田)一 金段・梨木 (向陽 )
第 1ゲーム :試合は杉谷・佐藤 (山 田)が優勢で始まっ
た。しかし、小さなミスが随所に目立ち、試合の流れを金

段・梨木 (向陽)に傾けてしまった。結果的に試合は金段・

梨木 (向陽)が 15-8で 勝った。杉谷 。佐藤 (山田)は素
晴らしい攻めを見せるが攻めきれず、金段・梨木 (向陽)が
チャンスを逃さず、堅い攻めを展開した。

第 2ゲーム :試合は第 1ゲームとは一転し、杉谷・佐藤

(山田)の スピー ドを活かした攻めが、相手選手を圧した。
金段・梨木 (向陽)も 応戦するが、チャンスを作れないまま

杉谷・佐藤 (山田)が 15-1で 圧勝 した。
第 3ゲーム :序盤、金段・梨木 (向陽)の力強い攻めで4
-0で リー ドするが、第 2ゲームの流れを引き10-7と 相
手を圧す。お互いネットに阻まれるミスやサービスミスをす

るなど、ミスが目立った。試合は、第 1シ ングル・第 1ダブ

ルス 。第 2ダブルスを青森山田が制し、本ゲームは途中で打

ち切られた。

第 2シ ングルス 廣瀬 (山田)一青山 (向陽)
第 1ゲーム :青山はシャトルのコントロールに苦しみ、ア

ウトが目立ちペースをつかめないでいた。その中で、廣瀬の

スマッシュ・プッシュが効果的に決まりその勢いのまま、 6

-1と 廣瀬がリードをする。青山もネット前のカットドロッ
プで廣瀬を苦しめる場面もあつたが、 11-3と 廣瀬がゲー
ムを先取した。

第 2ゲーム :廣瀬が積極的にコースを狙うスマッシュで青

山を振り回し、打点の高いところでのプッシュで青山を苦し

め、8-3と リードする。しかし、青山も鋭いクロスドロッ
プで廣瀬のノータッチを誘い9-9ま で追い上げた。だが、
廣瀬の強いタッチからの押し込みが勝り、 11-8と マッチ
を制した。

<第 1ダブルス>
序盤、両チームとも攻めあぐみ、スマッシュでは決まら

なかったが、県立岐阜商業ペアはうまい球回しでノータッ

チをとり11-1と リー ドした。
県立岐阜商業ペアが攻め始めて、スマッシュが次々決ま

り11-2か ら一気に 15-2と あっけなく第 1ゲームを
決めた。

第 2ゲームロになり、九州国際大学付属ペアはクリアー

のバックアウトを連発 し6-3と リードした。しかしその
後、競 り始めたが 8-5と またもリードした。
攻めの速い県立岐阜商業ペアが 10-6ま でリードした
が、その後も九州国際大学付属ペアのネットにかける何で

もないミスやバックアウトで 13-8ま でリー ドし、その
後も県立岐阜商業ペアがスマッシュを決め 14-8と マッ
チポイントを取 り、最後は長いラリーからプッシュを決め

て 15-8と 県立岐阜商業ペアが試合を決めた。

<第 2ダブルス>
序盤、 5-3と 県立岐阜商業ペアが一端リー ドしたが、
その後、ミスを連発 し10-5と 九州国際大学付属ペアが
リー ドした。

県立岐阜商業ペアがサイドアウトやネットに当てるミス

が出て 12-7と なり、ジャッジミスもあり13-7と 九
州国際大学付属ペアが一方的にリー ドし、最後はスマッ

シュを決め 15-8と 簡単にゲームを決めた。
第 2ゲームになっても九州国際大学付属ペアは優勢を保
ち、スマッシュを連続 して決め 6-0と リードした。
九州国際大学付属ペアは ドライブを決めて 8-1ま で
リー ドした。その後も積極的に攻め、一気に 14-3ま で
リー ドし、最後は県立岐阜商業ペアがスマッシュをネット

にかけ 15-4と 簡単に試合をものにした。

<第 2シ ングルス>
第 1ゲームは脇田 (県立岐阜商業)が積極的にスマッ
シュ攻撃と山田 (九州国際大学付属)のヘアピンミスなど

で 5-1ま でリー ドした。山田 (九州国際大学付属)は ド
ロップに全 く足が出ず 9-1ま で一方的なゲームとなっ
た。 10-1と ゲームポイントになったが最後もドロップ
のレシーブをネットに山田 (九州国際大学付属)がかけ
あっさり11-1と 終了した。
第 2ゲームとなり序盤は脇田 (県立岐阜商業)のペース

で 5-1と リー ドした。中盤、山田 (九州国際大学付属 )
がヘアピンやロブ・プッシュ決めはじめ 5-5と 追いつい
た。

その後、両選手とも一進一退となり互いに ドロツプや

カットをうまく使い、ミスを誘い 8オ ールとなった。

終盤、脇田(県立岐阜商業)がクロスカットを決め 9-8
と一歩リードし、次のラリーで簡単に山田 (九州国際大学

付属)が ドロップをネットにかけ 10-8と 試合を決める
マッチポイントとなった。

最後は長いラリーから山田 (九州国際大学付属)がバツ

クアウトにし、あつさりと脇田 (県立岐阜商業)が勝利を

ものにし、県立岐阜商業が決勝戦に駒を進めた。
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今年の女子学校対抗戦は、 2年連続 2回 目の優勝をねらう本大会第一シードの青森山田と、全国高校総体初優勝を

ね%う 、本大会第3シ ード県立岐阜商業の対戦となった。

第 1シ ングルスは、小柳 知子 (青森山田)と  後藤 舞 (県立岐阜商業)の対戦となった。第 1ゲームは小柳の
コングサーブから始まり、後藤のスマッシュ攻撃に小柳は6-0と リードを許したが、後藤のミスから6-5と 追い
ついた。しかし、その後小柳は要所要所でミスを繰り返し、肝心な所で点を与えなかった後藤が一気にリード、 11
-5で小柳を押さえた。第 2ゲームは、小柳が後藤のカットを良く拾い、スマッシュ攻撃を仕掛け、一気に5-0と
リードした。ミスが多くなって来た後藤がようやく点を取りだしたのが、シヨートサーブからであった。後藤は5-
7と 粘りを見せたが、小柳の連続 3回スマッシュなどを含め、着実に加点、第 2ゲームは小柳が 11-6でゲームを
取り返した。

ファイナルゲームは、序盤スマッシュ攻撃を仕掛けた小柳が2-0と リードするが、お互いに譲らない一進一退の
攻防が続き4-4と なった。ここから後藤のネットミスから小柳 6-4と 抜け出したが、その後、小柳のロブ・スマッ
シュ・ネットミスから一挙に5点を奪った後藤が9-6と リードした。この点差を跳ね返そうとする小柳は、スマッ
シュを打ち続け後藤のレシーブミスを誘い 11-9と 逆転勝ちして、ゲームカウント2対 1で小柳 (青森山田)が第
1シ ングルスを制した。

第 1複は、廣瀬 。今別府 (青森山田)と 脇田・林 (県立岐阜商業)のエースダブルス同士の対戦となった。脇田の

サーブで始まったこの試合序盤は県立岐阜商業ペアが早い攻めと、レシーブカで相手を上まわり、一挙に6-0と リー
ドした。これに対し、青森山田ペアも攻撃的なプレイで応戦、中盤9-5と 追い上げた。しかし、終始ペースをつか
んだ県立岐阜商業がミスの多い青森山田を15-11で くだし、県立岐阜商業が先勝した。
第2ゲームは、序盤一転して県立岐阜商業ペアのミスが多くなり、青森山田がゲームを支配0-6と リードした。
その後も、スマッシュ主体の攻撃で相手のミスを誘った青森山田が4-15で ゲームを取り返した。
フアイナルゲームは、序盤ペースを取り戻した県立岐阜商業ペアが、連続スマッシュと相手のミスに乗じて6-3
とリード。その後も攻撃力とレシープカで勝る県立岐阜商業が8-4と リードしてチェンジエンドをした。その後も
県立岐阜商業が攻撃で相手をくずし、一時は10-5と リードした。しかし、実力のある青森山田が猛追 11-9の
2点差となった。県立岐阜商業も攻撃でこれに応戦。一時は14-9と マッチポイントを握ったが、青森山田はここ
から粘りを見せ徐々に点差を詰め、相手のミスなどに乗じて、 14-14の セテイングに持ち込んだ。しかし、ここ
から青森山田のミスが続き16-14と 再びマッチポイントを握り、最後は相手のクロスショートサービスを廣瀬が
相手コートの右サイドラインにアウトして、 17-14で 手に汗握る攻防を制した。
第2ダブルスは、杉谷 淳美・佐藤 美沙 (青森山田)と 臼井 裕子・三輪 紗弥香 (県立岐阜商業)の対戦となっ
た。序盤から臼井・三輪組が杉谷・佐藤組のミスに乗じ、一気に7-1と リードした。その後、杉谷・佐藤組も良く
攻め 7-7の 同点まで追い付くが、自井・三輪もリードさせることなくlo-9ま で来た。終盤に入って杉谷・佐藤
組がこのゲーム初めて 11-10と リードし、自井・三輪組にサーブ権を一回与えるだけで一気に15-11で 第 1
ゲームを制した。
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第 2ゲームは、 1ゲームロと同様な立ち上がりで自井・三輪組が丁寧な球回しで相手のミスを待ち、一気に8-2
とリードを広げた。杉谷・佐藤組は前半のミスを挽回すべく、攻撃で7-9ま で追いついたが、臼井・三輪組の攻め
(ス マッシュ)で逆にリードを広げられ 11-7と 差が付いた。しかし杉谷・佐藤組も臼井・三輪組のネットミス、
レシーブミスに乗じ一気 7点 を加点し、 14-12と マッチポイントを握った。ところが、自井・三輪組も気迫のこ
もった攻撃に14-14と セテイングとなり、先にゲームポイントを握ったが、レシーブミスが続き最後は、杉谷・
佐藤組が 17-16と なり、ゲームカウント2-0で青森山田が制した。
第2シ ングルスは今別府 (青森山田)と 脇田 (県立岐阜商業)の対戦となった。序盤から積極的に攻撃を仕掛けた

脇田が5-0と リードした。その後も8-3と ペースをつかんだ脇田が着実に加点するも今別府も良く粘り、積極的
なプレーで相手のミスを誘い8-6と 追い上げるが、脇田がクロスネットに落としたシャトルを今別府が払いきれず
10-6と 脇田がゲームポイントを握った。しかし、ここから今別府も反撃。長いラリーから相手のミスを誘って 1
0-10の セテイングに持ち込んだ。しかし、今別府の反撃もここまで。地力で勝る脇田が 13-10で 苦しみなが
らも先取した。

第 2ゲームは、序盤お互い一歩も譲らず、激しいラリーを展開。 17回のサービスオーバーを繰り返し3-3の同
点。その後、脇田のミスなどで今別府が4-6と 抜け出そうとするが、脇田が良く攻め、ネットインで6-6に追い
つく。ここから脇田のスピードが上まわり、レシーブエースやスマッシュなどが効果的に決まり、 11-7で 連勝。
地力で勝る脇田が第 2シ ングルスを制した。

第3シ ングルスは、廣瀬 栄理子 (青森山田)と 林 裕佳 (県立岐阜商業)の対戦となった。この試合は、両校に
とっても是非にほしいポイントであるのは当然であるが、序盤からお互いのミスで5-5の競り合いから抜け出した
のが林で 7-5と リードした。この後サーブ権を3回やり取りして着実に1点ずつ加点していった廣瀬が 11-9と
1ゲームロを制した。

第 2ゲームは、廣瀬の正確なショットに林がミスを重ね、7-0と 一気にリードを広げ、 3回サーブ権を取られた
だけで 11-0と 一瞬のうちに終わったゲームだった。林も粘り頑張ったものの得点に結びつかず、 1ゲームロのミ
スの多さが尾を引いた内容であった。

これで青森山田の3-2で昨年に引き続き、 2年連続優勝を飾った。
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ス   コ  ア
(県  名・学   校 校   名)

17
川
ホl‐

ト
介
奈 良 市 立 一 条 )

マヤ
悠
良

一　
一　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

也
哉

達
享

暮
泉

月ヽ
江 0玉

(奈

７
，
４
ム

う
乙

(群  馬 。前   橋   東)

」 r

18

献
学
安島

宅
東

新
伊∩

ｖ

９
″
（
Ｕ

一　

一　

一

ｒ
Э

ｒ
Э

岩
ホ

部
塚
学

本
森
章

仁
槙 2
園) (広(宮  崎・日 佐   北 )

19
学漢

貴
彦
著

将
暢

・城

井
木
茨

Ｆ
Э

Ｆ
Э

∩
Ｘ
）

一　
一　
一

騰
茂
(

民
υ

ｒ
Э

ｒ
Ｏ士

心
　
一　
ヽ
ノ
ー
コ

浩
龍

田
頭

池
江

園 )

つ

４

(奈  良・添

20

太
芳
鶴

慶
正
形

山
山
山

杉
奥
＜

員
υ

つ
０

会
Ｕ

智
也 2
業)

Ｆ
Ｏ

ｒ
Э

′４

工
↑

島
俣
商

前
小
府(山  梨・甲 岡  工  業 )

21
業工谷

太

二
岡

勇
譲
野

名
山
長

質
υ

∩
）
（
ソ

椎
中
(

ｒ
Э

Ｆ
０

′
０紀

輔
＞津

祐
啓

形
中

小

田
つ
乙

(佐  賀 。唐

22

記
介
久

正
悠
重

岡
井

三

山
辻
＜

一　

一　

一

Ｆ
Э

ｒ
Э

篤
義
詢
二貝

谷
永
工

熊
末
谷

・４

ｏ
０

居 )

0
つ

ん

(宮  城・米

23

真

一
鹿

翔
島

堀
安
之内
架

次
成

陽
将

子
池

金
尾 ∩

Ｖ

う
０

′
４

ｒ
Э

Ｆ
Э2

(群  馬・前   橋   東) 児   島)(鹿 児

24

浩
鳥
城

一
飛
島

内
井
徳

〈
Ｕ

４
ス
δ

一　
一　
一

智
田
沼

太
蓼

翔
大
宮)

Ｆ
Э

ｒ
Э

杉
笠
( 東 )

つ

ん

(栃  木 。宇   都

25

吾

一
読

将
太
縄

本
山
山
―

嵩

営

＜

（
Ｕ

■
ｌ

Ｆ
Э知

村
村
両

武
西
都一泉

華
伯

Ｆ
Э

Ｆ
０

仁
也 2
洋)(京 谷 )

26

之
弥
伊

博
佑
岡静

荒
安
＜

∩

〉

，

″
（
Ｕ

一　
一　
一

つ
ん

明
介
＞栄

俊
祐

田
尾

黒
中

氏
υ

ｒ
Э

川
田

東 )(埼  玉・埼   玉

27

彦
平
勝

美

　

・

桂
翔
井

民
υ

ｒ
Э

輔
晃
丘 )

坂
岩 先
(ネ冨

大
正

上
藤

井
立

∩
Ｖ
ｒ
Э

/L
ノヽヽ 山 )

0０
／″

分 。別 府 鶴 見

28

竹 中 裕 紀
西 村 健太郎
(鳥 取 。倉 吉 工 業 )

ｎ
ё一　

一　

一

民
υ

Ｆ
Э

航
之
判

二
貝

野
上
商

大
岡
知

02

(高  知 。高

29

ｒ
Ｄ

Ｆ
Э

樹
大
判

泰
泰
工

本
川
野

岸
細
村一月神庫

う
０

う
０

小 宮 慎 吾
吉 賀 稔 文
(神 奈 川・川 崎 総 合 科 学 )(兵

0つ
乙

30

史
樹
瑣

剛
雄
崎

尾
井
長

彦
俊
陶

正
雅

屋
藤
学

守
伊
花

∩Ｘ
） 松

石
(

ｒ
Э

ｒ
Э

浦 )
0つ

ん

(大  阪・此

31

秀
紀
盛

口
＝

ロ
ロ

ニ
〓

壬
↑

工
↑

「
「

実
郎
殉

郁
太

浦
嶋
荀

松
川
葉

′
０

，
“

Fヨ

ナヒ

佐々木
(岩

0つ

４

岡  第  四 )(千  葉・千

７
‘

Ｆ
０

32

堀
日
にヨ

(香

∩
）

′
０

４
４

一　

一　

一

Ｆ
Э

ｒ
Э

９
″

哉
俊
う

山 田 一
山 口

川 。金 沢 市 立 工 業

口

山
ミLヽ
ラにノ

慎太郎
由樹也

(石
川・高  松  商

男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
1回戦
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男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
1回戦

男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
2回戦

試合
番号 校   名 )

敗 者 名
(県  名・学

ス   コ  ア者 名
名)

勝
校(県  名・学

33
江  商  業)

寛

一
松

幸
弘
根

島
原
島

三
藤
＜

0

ｒ
Э一　

一　

一

ｒ
Э

ｒ
Э

，

″

一
一二貝
ノヽ丘

健
裕

西
垣
ヶ

今
石
由(ネ冨  岡・自

34

判商代

祐
剛
能

良

　
田

木
邊
秋

鈴
渡
＜

（
Ｕ

Ｏ
υ
Ｏ
Ｏ

民
）

Ｆ
０

つ

“

一
馬
＞宮

賢
和

九石
窪

(和 歌 山 。新

試合
番号

者 名
名・学

敗
(県

勝 者 名
(県  名・学   校   名)

ス  コ  ア
校   名 )

35

童
口二貝
些
豆

元
康
知

越
嶋
愛

′j、

中
(

Ｆ
Э

Ｆ
Э

介
視
＞院

陽
英

藤
田
学

進
内
総常城

ｏ
ё

ｏ
５

川 )(茨

0
つ
乙

36
一
貴
水

秀
友

山

原騰
畑
(岡]

ｒ
Э

民
υ

董

也 2
丘 )

澤
武
ヶ

月
形
由

Ｑ
υ

う
０ 0

島  工  業 )(福  岡・自

37

志
俊
北

篤
雅
潟

田
林
新

芦
小
＜

∩
ｖ

民
）

１
■

民
υ
　

　

ｒЭ

′
４

明
人
＞原

旭
勝多

庄
喜

越 )

1
９

“

(大  阪・柏

38
業商島児

平
明
鹿

康
弘
島

内
山
男記

柿
永
。

∩
υ

民
）

民
υ

民
υ

つ
０

民
υ

助

一
＞積

俊
雄

野
沼
安

菅

田
京帝島福

1
つ
乙

39

拍
〕宣
（
一剛

絢
　
手

Ｆ
Ｏ

Ｆ
Э

山石

藤
宮
＜

〈
Ｕ

Ｏ
υ
∩
）

一　

一　

一

つ
“

亮
也
＞業

川
工

上
村
立

村
宮
市 沢 )(石  川・金 沢

田

川

40
裕
樹
千

友
良
葉

場
原
千

大
北
＜

′
０

９
″

７
‘
Ｆ
Э

人
朗
＞一

直
拓

下
山
第

日
大
松一局(香

0
つ
４

葉  敬  愛 )

41

弘
平
高

勝
真
山

月ヽ  り||
藤 田
(富

Ｆ
Э

Ｆ
０

也
己
＞栄

知
克

上
井

井
新

∩
ｖ
７
‘

一　

一　

一

９

“ 0
玉(埼  玉・埼 岡  第

42
泰
志
日

将
分

松
原
大

高
梶
＜

慶太郎
稔 2
居 )

民
υ

ｒ
Э

７
‘

Ｆ
Э 0

(三  重・久 田 林  工 )

端

元
田
中

43
聖
樹
新

雄
媛

岡
中
愛

民
υ

（日
〉
∩
υ

ｎ
Ｚ

士
太
＞田

智
領
新

山
森
業

高
野
(

っ
０

民
υ

民
υ 田 )

樫

(山  梨・甲 府 商

44
剛
寛
読縄

章
志
＞山

嘉
公
叡

島 袋
幸 地
('中

Ｆ
Э

Ｆ
０

辻 田
多 谷

賀 。延暦寺学園比

Ｏ
υ
う
０

(滋
谷 )

0
つ

４

-55-
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男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
2回戦

試合
番号

者 名
名・学

敗
(県

勝 者 名
(県  名・学   校   名)

ス   コ  ア
校   名)

45 裕
県 立 岐 阜 商 業)

康
阜

居
藤
岐

中
今
＜

一　
一　
一

ｒ
Э

ｒ
Э

′
０

″Ｄ

ｏ
ё

′
じ

彦
輔
＞園

徹
洋

下
山
と子

丹
米
漢

聖
９

“

(茨  城 。若

46
詢工大

可

大

一
宮

紘
崎

∩
Ｖ

∩
ｖ
う
０

一　

一　

一

員
υ

民
υ

キ+
プr

鬼
(宮

=ニ~」~

高
郎
治
＞

治
　
業

裕
賢
工大一可

田
崎
割

岡
宮
雌森青森

/ヨ=日ヽ

つ

４

47
菊工岡

淳
竜
鶴形

部
藤
戸
　
山

水
佐
＜

∩
ｖ

＾
Ｕ

ｏ
δ

二

　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

剛

太
＞業

圭

１ヨ

峙

縣
央

三
山

中関下口(山

つ

●

48
介
司
長

祐
大
野

村
井
長

∩
ｖ

０
５

・
１

一　

一　

一

Ｆ
Э

ｒ
Э

中
笠
(

一
士
＞一

雄
慎

田
開
第

池
新
東関一示東

つ

ん

野  商  業)

49
聖
也
星

拓

岡

野
本
静

佐
岡
＜

郎
彦
＞

一
　

東

雄
晃

島
村
代

五
稲

∩
ｖ
′
牛

(責ヨ
0

本 八 囲

つ

ん

民
υ

ｒ
０

50
剌橋ユ削一第幌

也
哉
札

達
享
馬

暮
泉∩

ｖ

′
０

′
０

一　

一　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

貴
翼
＞一

智野
寺
第
野
中
小
幌

ノ
1ヽ

江
(群(南北海道・札

つ

４

51
仁
槙
日

崇
　
崎

部
塚
宮

本
森
＜

泰
平
＞一

匡
洋

田
木
第

土
高
東関一示東

∩
）

■
４

う
０

つ
乙

章 学  |ヨ

民
υ

Ｆ
Э

52
菊商阜岐エエ

介
成
県

洋
理
阜

藤

岐

後
森
＜

０
〉

Ｏ
υ
＾
Ｕ

一　

一　
一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

志

一
＞上

浩
龍

田
頭

池
江 つ

４

(奈  良・添

53
智
也
甲

和
梨

島
俣
山

前
小
＜

∩
ｖ

ｏ
ё

７
‥

一　

一　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

太
輔
＞田

勇
大

立 田
高須賀

つ

ι

(愛  媛 。新 府  商  業)

54
紀
輔
唐

祐
啓
賀

幸村
泉

工

竹
和

＝日
コ

■
八道海

レ
し

レ
し

小 形
田 中
(佐

ｒ
Э

ｏ
０

洋
孝 2
業)

0

津   南)

７
１

Ｆ
Э

篤
義
米

貴
城

谷
永
｛呂

熊
末
＜

∩
ｖ

Ｆ
Э

ｌ
■

洋

一
＞山

公
賢
叡レし

口
川

園
．

山
早
署暦延賀

Ｆ
Э

Ｆ
Э

(滋

つ

４

谷  工  業)
55

56
菊工島

翔
人
水

員
山

田 中
堀
(岡

７
，
〈Ｕ

９
“

次
成
＞東

陽
将

子
池
橋

金
尾

民
υ

民
υ

民
υ

つ
乙

(群  馬 。前

57

翔
大
宇

智
木栃

太
蓼
＜

∩
ｖ

７
‘
ｎ
５

一　
一　
一

聡
敏
＞士
ム

Ｆ
Э

ｒ
Э

栄
尊

嶋
瀬
工

中
黒
岡

，

“

都   ヨ(富  山。高

田
沼

58
セ
有

仁
也
京

知
都

＋
り

十
Ｊ

■
↑

■
↑

一示

武
西
＜

∩
ｖ

ｏ
５

７
‥

一　

一　

一

ｒ
Э

Ｆ
Э

聡
太
＞園

大
公

山
原
学

中
福
奥東森/=

日ヽ

０
乙

両  洋)

59

至
輔
柳

唯
亮

口

光
野
山

竹
河
＜

明
介
＞栄

∩
）

ｏ
ё

′
０

Ｆ
Э

ｒ
Э

つ

´

井  工  :鶏(埼  玉・埼   玉

俊
祐

田
尾

黒
中

Ｄ見鶴府

輔
晃
別

大
正
分

上
藤
大

井
立
＜

民
υ
　
　
　
‐

ｏ
５

０
υ

一　

一　
一

９
４

民
υ

質
υ

唯
川
本
安

佐
根
京

均
字 2
積 )(福  島・帝

60
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男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
2回戦

〈
口
口万

試
番

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名・学

勝 者 名
(県  名 。学   校   名) 校   名)

61
商  業)知

航
之
高

貴
知

野
上
一局

大
岡
＜

０
〉

′
０

０
υ

一　
一　
一

，
″

弘
祐
＞一

和
慶

田
藤
第

山
ェ
幌★

「道海
レ
し南

Ｆ
Э

Ｆ
Ｏ

62 細
(兵

本
川

(熊  本・八

泰 樹
泰 大
庫・神 戸 村 野 工 業)

山序一　
一　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

つ

ん

佑
亮
＞東

裕田
澤
代

有
西 ∩

Ｖ

Ｏ
Ｘ
）
７
・

63
(愛  知 。大

彦
俊
此

正
雅
阪

屋
藤

守
伊∩

）

民
υ

Ｆ
Э

ｒ
Э

∩
ё

一　

一　
一

/ト
ノヽヽ 花  学  院)

９
々

健

一
＞府

伸
陽

屋
中

長

田

64
(新  潟 。北

実
郎
千

郁
太
葉

浦
嶋
千

松
川
＜

∩
ｖ

０
５

ｏ
５

吾
寛
＞越

祥
智

村
下

竹
堂

民
υ

Ｆ
Э

葉  敬  愛)
９

“

65
(福  岡・自

田

口

石

山
山
＜

Ｆ
Э

乙
‘
　

　

Ｏ

υ

民
υ

つ
０

民
υ

一 哉
俊

川・金 沢 市 立 工 業)
1

一　
一　

一

二
貴
＞丘

健
裕

西
垣
ヶ

今
石
由

０
／
″

66
(茨  城・藤

康
代

一
馬
新

賢
和

山

」

歌

寸
´

チ
■

石
窪
＜

∩
Ｖ

ｒ
Э

”
４

一　
一　
一

真
博
＞

山
島

三目
昔
同

ｒ
Ｏ

Ｆ
Ｏ

宮 )

９

々

-57-



男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
戦3 ロ

試合
番号

者 名
名・学

敗
(県

勝 者 名
名)

ス   コ  ア
校   名)(県  名 。学   校

67

介
視
常

陽
英
城

藤

田
茨

進
内
＜

薫
也 2
丘 )

一　
一　
一

澤
武

ヶ

月
考
由

ｒ
Э

Ｆ
Э

∩
）

(福   岡 。自 総  学  院)

68

明
人
柏

旭
勝
阪

庄
0喜 多
(大

一　
一　
一

７

‥助

一
＞積

俊
雄

野
沼
安

菅

田
京帝島福

Ｆ
Ｄ

Ｆ
Э

原 )

つ

４

69

元
也 2

)

日 下
大 山
(香

直 人
拓 朗
川・高  松  第

∩
Ｖ

７
‘
′
０

民
υ

Ｆ
Э

業

百
ス＝
工

上
村
立

村
宮
市沢金(石

70

郎
稔
久

太

　

・

慶
　
重

端
元
三

田
中
＜

∩
）

Ｏ
υ
ｏ
０

一　

一　

一

Ｆ
Э

ｒ
Э

也
己
＞栄

知
克

上
井

井
新

居 )

2

(埼  玉・埼   玉

71

士
太
甲

智
領
梨

山
森
山

章
志
＞山

嘉
公
叡 ]

辻 田
多 谷

賀・延暦寺学園比(滋

Ｏ

υ 樫
∩

）

つ

ん

府  商  業 )

民
υ

Ｆ
Э

∩

）

72

彦
輔
著

徹
洋
城

下
山
茨

丹
米
＜

一　

一　

一

民
υ

民
υ

郎
治
＞

治

　
田

裕
賢

田
崎
山

岡
宮
森 ]

７

‘

0
つ
乙

/二圭ユ    ′ヽ   三ヨ
=i日ヽ    本本・ 円 漢  学  園)

Ｏ
υ

73
∩
Ｖ

Ｆ
Э

Ｆ
Э

一
士
＞一

雄
慎

田
開
第

池
新
東関一示

岡1
太
・下 関 中 央 工 業 )

圭

口

峙
縣
山

三
山
＜(東

つ

ん

民
υ

ｒ
Э

74

郎
彦

八

一雄
晃
本

島
村

五
稲

‐
・

民
υ

民
υ

貴
翼
＞

中 野 智
小野寺

(南北海道・札  幌  第

一　
一　
一

民
）

∩
）

民
υ

ム
胃
＾

つ

ん

代   東 )

75

志

一
添

浩
龍
良奈

池
江
＜

田

頭
∩
ｖ

ｎ
５

Ｆ
Э

泰
平
＞一

匡
洋

田
木
第

土
高
東関一示

Ｆ
Э

Ｆ
Э

上 )(東

９

“

76

太
輔
新

勇
大
媛

田
か貝須
愛

立
高
＜

∩
）

Ｆ
Э

７
‘

一　

一　

一

ｒ
Э

Ｆ
Э

洋
孝 2
業 )

竹
禾日
川

幸村
泉

ョ 田 )(北北海道・旭

77

次
成
前

陽
将
馬

子
池
群

∩
Ｖ

′４

ｏ
ё

一　

一　
一

ｒ
Э

Ｆ
Э

金

尾
(

洋

一
＞山

公
賢
叡レし

―
―

―
―
卜
，

匡

月

園

山
早
署暦延賀(滋

つ

４

橋   東)
聡
太
東

大
公
森

山
原
土目

中
福
＜

聡
敏
＞士
言

栄
尊

嶋
瀬
工

中

黒

岡一局山

民
υ

ｒ
Э

Ｑ
υ

民
υ

つ
υ

ワ
‘

一　
一　
一(富

つ

´

奥  学  園)78

79 一示

均
宇
帝

唯
島

佐
根
川
本

明
介
＞栄

俊
祐

田
尾

黒
中

ワ
′

つ
４

民
υ

ス
サ

民
υ

民
υ (ネ冨

つ

ん

安  積 )(埼  玉・埼   玉

80

佑
=宇
 o
グこ ろ

東 )

山
工

(南

田 和 弘
藤 慶 祐
北海道・札

Ｆ
Э

Ｆ
Э

＾
Ｕ

７
‘

∩

）

幌  第  一)(熊  本・八   代

裕田
澤

有
西

健

一
大

伸
陽
知愛

長
田
＜

吾
寛
＞越

祥
智

村

下

竹
堂

ｒ
Э

ｏ
ё

７
‘

１
■

民
υ

民
υ

つ

´

府)(新  潟・北

屋
中

81

82

二
貴
自

健
裕
岡

西
垣
福

今
石
＜

真
博
＞丘

康

ケ

山
島
帥

青
高
代．一騰城

∩
）

Ｏ

υ
′
０

(茨

つ

４

由  ヶ  丘)

Ｆ
Э

ｒ
Э
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男子 イ国人対抗戦 ダブルス (BD)
4回戦

＾
ロ
ロゲ

試

番
敗 者 名
(県  名・学  校   名)

ス   コ  ア勝 者 名
校   名)(県  名・学

京  安  積)

助

一
帝

俊
雄
島

野
沼

百田

菅

田
＜

Ｆ
Э

′
０

０
υ

ワ
′

民
υ

民
υ

つ

４

薫
也
＞丘

一

澤

武

ヶ

月

形
由白

Ｈ
岡百

田

業工工立市沢

亮
也
金

順

＝

上
村
石

村
宮
＜

０

）

９
“
１
１

一　

一　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

つ
乙

也
己
＞栄

知
克

上
井

井
新

(埼  玉・埼   玉

森  山  田)

郎
治
青

ム
ロ
　
　
　
・

裕
賢
森

田
崎
土目

岡
宮
＜

７
‘

７
‥
ｎ
乙

Ｒ
υ

Ｒ
υ

ｒ
Э

つ
乙

章
志
＞山

嘉
公
叡レし

田
谷
尉

辻
多
諸暦延賀」磁

幌  第  一)

貴
翼
札

智
　
道毎

野
寺
北
野
南

中
小
＜

〈
Ｕ

Ｏ
υ
う
０

ｒ
Э

Ｆ
Э

ｎ
乙

一
士
＞一

雄
慎

田
開
第

池
新
東関一示(東

川  工  業)

洋
孝
旭

幸

(北北海道・

村
泉

竹
和（

Ｕ

Ｆ
Э

ｒ
Ｏ

Ｆ
０

つ

ι

泰
平
＞一

匡
洋

田
木
第

土
高
東関一示束

岡  工  芸)

聡
敏
高

栄
尊
山

嶋
瀬
富

中
黒
＜

∩
）

７
‐
／
４

Ｆ
Ｏ

Ｆ
０

つ
４

洋

一
＞山

公
賢
叡レし

―

―

卜
，

Ｅ

月

園４
ι

山
早
署暦延賀(滋

代   東)

佑
亮

八

裕
　
本

田
澤
ム円
（

有
西
＜

′
０

- 15
ｒ
Э

Ｆ
Ｏ

　

　

民
υ

′
０

つ
乙

明
介

＞栄

俊
祐

田
尾

黒
中

(埼  玉・埼   玉

∩

）

代 )

真
博
藤

康
城

山
島
茨

青
高
＜

ｒ
Э

Ｏ
υ
７
‐

っ
０

民
υ

民
Ｊ

つ
乙

吾
寛
＞越

祥
智

村
下

竹
堂

(新  潟・北
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男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
準々決勝

試合
番号

敗
(県 校   名)
者 名
名・学

ス   コ  ア勝 者 名
(県  名 。学   校   名)

91
由  ケ  丘)

薫
也
自

一
岡

澤
武
福

小
秋
＜

７
‘

ｒ
Э

ｏ
ё(埼  玉・埼
1

]

一　
一　
一

民
υ

民
υ

民
υ

つ

ん

也
己
＞栄

知
克

上
井
玉

井
新

92
山叡レし

Ｌ
，園学寺暦

章
志
延

嘉
公
賀

田
谷
滋

辻
多
＜

∩
ｖ

０
０

，

“

一　

一　

一

つ
乙

一
士
＞一

雄
慎

田
開
負

池
新
東関一泉(東

民
υ

民
υ

93
山 口 公 洋
1早 川 賢 一
(滋  賀 。延暦寺学園比叡山)(東

つ
乙

Ｆ
Э

Ｏ
υ
Ｏ
υ

つ
０

瞑
υ

員
υ

土
高
東関一泉

泰
平
＞一一

匡
洋

田
木
第

94
玉   栄)

明
介
埼

俊
祐
玉

田
尾
埼

黒
中
＜

∩

）

(新  潟・北

Ｆ
Э

Ｆ
Э

つ
４

つ
乙

ｎ
乙

一　
一　

一

吾
寛
＞越

祥
智

村
下

竹
堂
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男子 個人対抗戦 ダブルス (BD)
準決勝

第 1試合

本大会ノーシー ドながら、実力で勝ち上がってきた両ペア同志の対戦となった、この試合、第 1ゲー

ムの序盤から攻撃力と安定したレシーブカで相手を圧倒、ミスの多い井上・新井組はなすすべがなく、

15-5で 池田 。新開が第 1ゲームを制した。
第 2ゲーム序盤、井上 。新井組は、下にシヤトルを集め、相手のミスを誘い3-3と三角の展開だっ
たが、自力で勝る池田 。新開組がここから6-3、 8-3と 着実に点差を広げていった。
その後も、池田 。新開は攻撃力と安定したレシーブカで相手を圧倒。井上 。新井もよく攻め追い上げ

るも15-7で 第 2ゲームも池田・新開組が取 リゲームカウント2-0で 池田・新開組が準決勝を制し
た。

準決勝

第 2試合

第 3シ ード関東第一の土田・高木組とノーシードから勝ち上がってきた北越の竹村・堂下組の対戦と

なった。

第 1ゲームは前半土田 。高木組が竹村・堂下のミスに乗じて 7-1と リー ドする。その後も速い攻め
とスマッシュの切 り返しで一方的に攻め続け 15-7で 取る。
第 2ゲームは前半土田・高木組のミスが多く、4-7と リードを許すが徐々にペースをつかみ 10-
7と 逆転。竹村・堂下も意地を見せ、一旦は 11-10と 逆転するが、後半は連続ポイントを許し、最
後は高木のスマッシュを竹村がレシーブできずサイドアウトして 15-11で 試合を決め決勝進出を
果たした。

試合
番号 校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名・学

勝 者 名
(県  名 。学   校   名)

95
(埼  玉・埼 )第東

一
士
関

雄
慎
一肝

田
開
東

池
新
＜

９
″

ｒ
Э

ｒ
Э

一　

一　

一

ｒ
Э

７
，

∩
ｖ

也
巳
莉

知
克

上
井
玉

井
新

試合
番号

勝 者 名
名 )

敗 者 名
(県  名・学ス  コ  ア

(県  名・学   校 校   名)

96

泰
平
＞一

匡
洋

田
木
舅

土
高
東

吾
寛
北

祥
智
潟

村
下
新

竹
堂
＜(東  京・関 越 )

Ｆ
Э

Ｆ
Э

７
‥

]
2 1 0
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男子 イ国人対抗戦
決

ダブルス (BD)
勝

試合
番号 学   校   名)

者 名
県  名(県  名・学

勝 者 名   つ  ¬  マ  敗
校   名)  ^  

コ  ノ  (

97
第東

泰
平
関

匡
洋
京

田
木
東

土
高
＜

Ｏ

υ

つ

ん

]
0

Ｆ
Э

Ｆ
Э

つ

４

一
士
＞一

雄
慎
″Ｆ

田
開
身

池
新
東 一 )(東  京・関

男子ダブルス決勝は、東京都関東第一高校同志の戦いとなった。

激しいラリーの攻防で 2-2か らスマシュカで勝る池田・新開組が 5-2と リード、さらにポイント
が広がると思われたが土田・高木組も粘りをなせ相手のミスを誘う形で 6-6、 その後も一点を争う展
開で8-8と なったが強力なスマッシュを武器に一気に攻め込み、池田 。新開組が 15-9で 1ゲー
ムを勝つ。

2ゲームロに入ると土田・高木組が勝利への執念を見せ 6-1と 大きくリードする、しかし、この後
土田 。高木組にミスが目立ち始め、8-6と 逆転を許す。池田・新開組の動きが徐々に良くなり、スマッ
シュも決まり始めると少 しずつ差が開き 13-8と リー ド、土田・高木組もサーブとスマッシュが
決まり12-13と 追い上げるが、最後は池田のプッシュが決まり15-12で 池田・新開組が 2ゲー
ムも連取、池田 。新開組共に3冠への夢をつなげるダブルスの優勝となった。
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女子 イ国人対抗戦 ダブルス (GD)
1回戦

試合
番号

敗 者 名
(県  名・学

勝 者 名
名)

ス   コ  ア
(県  名・学   校 校   名)

美
枝
城

奈
邦
島

口
坂
徳

山
逢
＜]

Ｆ
Э

Ｆ
Э

９
“

加
晶
＞業

弥
千

上
田
商

河
砂
岡

∩

ｖ

1
（
Ｕ 0

ノ   内)(岡  山 。笠

つ

ん

織
子
長

香
脩
野

林
部
長

若
服
＜

う
０

′
４

ｒ
Э

Ｆ
Э

９
″

奈
菜

美
愛

部
武

阿
吉

(大

0
野  商  業)分・別 府 鶴 見 丘)

Ｏ
υ

か
子
感友

やさ
紘
知

間 瀬
土 田
(愛

∩
）

１
ｌ

И
４

一　

一　

一

ｒ
Э

″
イ

９
“

月ヽ
カロ

城・聖 ウル ス

衣
子
＞院

麻
明
学

林
藤

ラ(宮 知  淑  徳)

真 菜
愛

崎・鶴鳴学園長崎女子)

秋 田
0 イ中 間
(長

■
ｌ

ｏ
５

二

　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

香

子
＞山

結

紋

内

村
山
］
由
，

つ

４

(福  井・勝
′

■

民
υ

小 坂   綾
高 橋 由利子
(秋  田・羽

∩
）

１
ｌ

ｒ
Э

亜里
千
1少

秋
戸
回

平
竜

後 )

2

(千  葉・西 武 台 千 葉)

Ｆ
Э

ｒ
０

′
υ

理
和

山

麻
美

形

田

口
山

子
子
＞島

彰
幸

磯

下
小
山

原
,竜

(

∩
）

７
１
０
υ

Ｆ
Э

ｒ
０

，
″

形   北 )(鹿 児 島・鹿   児
乃
美
耐
由

・

志
真
山

岡
歌

∩
υ

，
″
ｒ
Ｏ

衣
香
＞業

華
美

野
梗
雇

レ
ト
士
ロ

ー
●

フ
一́１
１
＝
ロ

東
石

(禾日

民
υ
底
υ

，
“

久)(富  山・富

０
０

ム
ロ宇館〈叩

名
智
立

若
千
都

村
川
一ふ

柴
裏
＜

∩
ｖ

′
０

′
０

幸
裕
代
希
↓

山

プ

林
藤

村中

７
‘

Ｆ
Э

９

々

(山  口

Ｏ

υ

子
奈
前

紀
里
馬

田保
群

関
久
＜

穂
衣
鵬

美
真

所
本

別
山

∩
）

民
υ

ｌ
■

民
υ

つ
′一

瞑
Ｊ重 久

つ

４

橋   東)

10

っ
０

民
υ

ｌ
■

城
頭
山
―

宮
国
‘

一　
一　
一

質
υ

（Ｘ
）
民
υ

つ
“

子
子

愛
麻原

秦
福

原 )

奈力
″

工
↑

風
口
咆 南(島  根・松   江   北)

沙矢香

11

衣

子
大
「
″
．

麻
未
川

見
部
ノ
刀
山
甲

，
↑

一　

一　

一

ｒ
Э

７
１

鶴
「可
(]

今 橋 磨有子
井 村 幸 奈

∩
υ

1
′
０

∩

）2

(高  知 。清和女子神奈 川) 和   西)

12
み
美
宮

ゆあ
成
崎

民
υ

′^
Ｕ

民
υ

子
香
＞
弥
業

裕
紗
商

井
輪
阜 宮

有
小
＜

つ
４

ワ
‘

１
■

一　

一　
一県 立 岐

臼
つ

ん

(岐  阜 崎  商  業)

13
子
み
夙

美
と

。

久
ひ
庫

０
０
民
υ

ｌ
ｌ

代
美
＞南

衣
久

室
藤
坊

小
後
山 [ (兵

2
山
藤

(栃  木・小 川 学  院)

民
υ 本

井3 -
15-

14
生 部
0江 日
(佐

′
０

Ｆ
Э

子
希
陶

孝
裕

野
橋
青

高
高
潟新潟

由香里
亜也子
賀・佐

７
，
民
υ

(新

つ

ん

賀   北)

15

上

桂
恵
添

幸
手

上
沼
円石

村
浅
＜

∩
）

ｏ
ё

８^
一　
一　
一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

子
さ
＞

美
ず
上

由
あ

田
井

森
櫻

盛岡市立)

つ

４

(奈  良・添

16
子
佳
高

村
原
植
前∩

Ｖ

９
“
Ｏ
υ

一　
一　
一

ｒ
Э

″
Э

奈

子
＞業

春
陽

島

田
商

飯
島
府

知江

(香

つ

´

(山  梨・甲 松  商 業)
知
川
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女子 個人対抗戦
1

ダブルス (GD)
戦ロ

試合
番号 (県  名・学

勝 者 名
校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名・学 校   名)

17

工 藤 亜
永 野 陽

(南北海道・札  幌  静
2
『 15 -  3 1

[15[二  710
紀
子
修)

鈴 石 望 美
添 田 美 加
(福  島・帝 京  安  積)

18
『 15- 6¬
2115- 810
L   ―   」

加 藤 絵 里
加 藤 有 里
(鳥  取・米 子 )

石 井 美 帆
本 田 智 子

(栃 木・真 岡 女 子 )

19
(京  都・西

梅 原   梨
高 橋 紗 里
乙   訓 ) [l::: 'I

2
三 好   恵
0 児 玉 沙弥香
(宮 崎 。宮 崎 商 業)

20
(静  岡・星

『 15-

[15三

111
510
」

平 石 綾 香
塩 澤 彩 子 2

陵 )

下和田 真 佳
豊 島 愛 香
(鹿 児 島・鹿 児 島 女 子)

21 2
『 1

[1

近 藤
三 瓶

島 。清  陵  情

瞳
沙 織
報 )

5- 8 1
5- 4 10
-       」

松 本
影 山
(高

祐右子
侑 子
知・土 佐  女  子)(福

22 2
小百合
みちる
可])

畑
和 田

(福  井・足

『 15- 91

[15三: 11」
()

井 睦 美
山 理 代
広  島・祇 園   北 )

,支
卜上

月

(,

23
中井川 美 奈
村 山 怜 奈

(東  京 。日 本 橋 女 学 館 )

松 由 紀
下 由 佳
大  阪・四 條 畷 学 園)

2

Pl 民
:■ υ
11民

L・

′`

- 4 ¬

三
51

赤
0坂

(

24
沢 )(滋  賀・滋

北 朱 美
本寸     オ肖
女  子 )
2[|::: '10

刃6  .
尾
(岩

須 真由子
形 真記江
手 。前

大
」ヒ
賀

25
澄
南
ヨヒ)

夕|・
仲
('中

問 いづみ
村 香 織
縄・知

松 尾 杏
末 長

[l'::
2

8
16
]

0
(山  口・熊   毛 念 )

26

千賀
江利
子

子
フ5、
アκ

)

0
長 部
古 賀

(福  岡 。精  華  女

藤 原   綾
鈴 木 絵 美
(神奈川 。大 和   西 )

『 15-121
115-111
L      ―       」
2

27 1

(徳  島・城

長谷川   i間
森 谷 美沙都
(山 形・山 形 城 北)

岡 本 万 輝
谷 沙 弥 香

東)

「175 二:  1651
L15- 7 」
2

28
(佐

椛 島 のぞみ
武 下 ちどり

賀・佐 賀 女 子 )

新 田 奈 々

遠 藤 奈緒美
(島  根・佐賀女子 。大 東)

2
「 15-

115三

7 1
410
」

29

鍛 治
木 村

(石  川 。金  沢  向

下 山 明日香
小 川1 智 美
(群  馬 。明 照 学 園 樹 徳)

祐美子
咲 2

r15- 4 1
115- 610
L      ―       」

絵
陽 )

30

野 田
柴 田
(山

」=

」ヒ
禾日

「 15

[15

亜 紀
あゆみ
梨・増 穂 商 業)(大  分 。昭

田 千 春
彩

学  園 )
2

- 2 1
- 2 1 0
_        」

31

青 木
出 水
(兵(茨  城・藤

「 15- 111
2115-1110
L      _       」

円 香
純 子
庫・園 田 学 園)

ウ∈ 女ロ
みゆき
代 )

近 藤
小 倉

32
手  城  南)

小 松 郁 子
佐々木 有希子
(秋  田・横

『 15- 21
2[15三
: 1 110

鈴 木 知 佳
櫻 井 可奈子

尾 )(埼  玉・上
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ロ

女子 個人対抗戦
1

女子 イ国人対抗戦

ダブルス (GD)
戦

ダブルス (GD)
戦∠̂

試合
番号 校   名)

敗 者 名
(県  名・学ス  コ  ア勝 者 名

校   名)(県  名 。学

33

代 )

恵
美
松

郁
秀
野

島
原
長

福
」ビ

(

0
]

・
４

ワ
ー

一　
一　
一

７
，
ｒ
Э

，
“

希
々
＞

有
奈

田
澤
暁

陣
近

重

34

久)

弥
希
耐

優
有
山

木
本
可夭■

青
坂
＜

0

И
４

И
４

民
υ
民
υ

９
″

由子
子
東 )

麻
愛

野
山

上
自

(長  崎・長   崎

ロ

＾
ロ
ロゲ

試′
呑

敗 者 名
(県  名

者 名
名)

勝
校

ス  コ  ア
学   校   名)(県  名 。学

35

加
晶
笠

弥
千
山

上

田
岡

河
砂
＜

〈Ｕ

９
“
，
“

一　
一　
一

子
良
＞院

陽
望

水
本
学

清
岡
総常城茨

ｒ
Ｏ

Ｆ
Э

つ

４

岡  商  業)

36

小
カロ

城・聖 ウ ル ス 丘見鶴府

奈
菜
別

美
愛
分

部
武

衣
子
＞院

麻
明
学

林
藤

ラ

′４

′
４

ｒ
Э

ｒ
Э

(大(宮

『「I
（
Ｕ

つ

“
」と

37

香
子
勝

結
紋
井

内
村
福

山
中
＜

艶
美
＞丘
智
綺
″

山

桜

周

霜
島広 ]

ｒ
Э

民
Ｕ

山)

′

■

0
０
乙

(広  島
（
Ｕ

38
葉千台武

沙
秋
西

里

　

・

亜
千
葉

戸
口

菜

り
＞
ど
子

一辛
み

条
松
女

三
村
賀滋

平
0竜
(千]

Ｆ
Э

Ｆ
Э

Ｆ
Э

０
乙

(滋  賀
〈
Ｕ

39

亜津紗
亜沙美
媛 。新 居 浜 東)

大 條
0井 上
(愛]

一　
一　

一

子
子
＞

彰
幸

磯

下
小
山

Ｆ
Ｄ

ｒ
Э

Ｏ

υ
つ

ん

(鹿 児 島・鹿   児   島
∩

Ｖ

40
月ヽ
田

山

衣
香
富

華
美
山

野
梗

子
実
＞栄

由
里

池
中
玉

水
0桔
(富

う
０

う
０

ｒ
Э

Ｆ
Э

つ

４

(埼  玉・埼 商 業)

41
生
鶴

本・熊 本 信 愛

代
希
中

幸
裕

口

山
山

林
藤
＜

∩
ｖ

Ｆ
Э

■
１

雪
美
＞院

紗
愛
学

田
田
女

Ｆ
Ｏ

Ｆ
Э

(責ヨ

つ

ん

村  女  子)

42
穂
衣
久

美
真
重

所
本
三

別
山
＜

見
紀
＞重

空
早
業

浦
井
実

三
福

旭道海レしレし

∩
Ｖ

′
０

′
０

Ｒ

）

民
υ

居 )

2

43
廣 瀬
今別府

(青  森・青  森  山

子
子
松

愛
麻
根

原
島

秦
福
＜

・１

〈Ｕ

一　

一　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

子
代
＞

理
　
田

栄
靖 つ

●
∩

）

江   北 )

44
香
き

比

‥
つ

「

静

さ
阪

松 尾
加 隈
(大

∩
ｖ

７
，
７
‥

Ｆ
Э

Ｆ
Э

子
奈
＞

有
　
子

磨
幸

橋
村
女

今
井
和

つ
４

(高  知・清 花  学  院)

-65-



女子 イ国人対抗戦 ダブルス (GD)
戦

う
∠ 口

試合
番号

者 名
名・学

敗
(県

ス  コ  ア勝 者 名
名)(県  名・学   校 校   名)

45
里
美
常

香
里
城

田
井
茨

原
櫻
＜

Ｆ
Э

民
）

　

１
１

一　
一　
一

Ｒ
υ
つ
４

民
υ

子
香
＞
弥
業

裕
紗
商

井
輪
阜

02
臼

(岐  阜・県 立 岐 総  学  院 )

46

代
美
小

衣
久
木

室
藤
栃

小
後
＜

０
〉

ｎ
５

，
″

一　

一　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

，

“

希
美
＞陽

早
尚

山
次
向

青
通
沢(石  川・金 山  城  南 )

47
陵土目潟

子
希
新

孝
裕
潟

野
橋
新

一局
一局
‘
、

穂
子
＞陵

瑞
裕

松
森

村
金

(静  岡・星
∩
ｖ

ｒ
Э

（
Ｕ

民
υ

ｒ
Э2

48
(東  京

由美子
あずさ
良・添 上 )

田
井
奈

森
櫻
＜

美
り
＞
か
鴨

知

ゆ

谷
　
巣

野
神
徳淑

∩
ｖ

９
“
０
乙

民
υ

Ｆ
Э2

49
商府

奈
子
甲

春
陽
梨

島

田
山

飯
島
＜

∩
）

′
４

′
４

一　

一　

一

民
υ

ｒ
Э

９
“

衣
美
＞業

由
絵

原
組
工

藤
信
吉(鳥  取・倉 ミLヽ

ブモノ

50
紀
子
札

藤
野
北南

工
永
＜

９
“

ｒ
Э実

代
＞属

紘
幸
付羊

田
村
寿

山

田

九州国際岡

0
(福

亜
陽
海道 幌  静  修 )

Ｆ
Ｏ

Ｆ
Ｏ2

51

帆
子
真

美
智
木

井

田
栃

石
本
＜

（
Ｕ

И
４

Ｆ
Э

一　

一　

一

Ｆ
Э

ｒ
Э

恵
希
＞

々
　
業

奈
亜

岡 女  子 )
2

和 泉
平 林

(北北海道・旭  り|1 実

52
梨
里
西

紗
都

原
橋
一思

梅
高
＜

′
０

，
一

乙   訓 )
0

Ｆ
０

７
‥

(青  森 。青

澤 美佑紀
本 瑠衣子
山  田)

2
騰
蔵
森

53
香
子
星

綾
彩
岡

石
澤
静

平
塩
＜

０

〉

・
■

Ａ
Ｕ

Ｆ
Э

Ｆ
Э

(新  潟
2

陵 )

華富実
さ
＞
か
陵
つ

山
間
青

媚
本
潟新

54
瞳
織
清

沙
島

藤
瓶
福

近
三
＜

一　

一　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

９
々

貴

み
＞
ゆ
院

悠
あ

引

予
だ
「

甲
エ

綿
岡
総(茨  城・常 陵  1青  報 )

Ａ
Ｕ

９
″
う
０

55
合

る
足
ち

・

百
み
井

民
υ

Ｆ
Э

裕 佳
侑 2

商 業 )

畑 小
和 田
(ネ冨 ]1)

∩
）

Ｏ
υ
Ｏ
υ

林

脇 田
(岐  阜・県 立 岐 阜

56 0

(熊  本・熊

中井川 美 奈
村 山 怜 奈
(東  京 。日 本 橋 女 学 館 )

ｎ
Ｕ

ｒ
Э一　

一　
一

ｒЭ

ｒ
Э

９
´

美
順
＞央

征
美

村
田
中

吉
前
本

57
業由辰条

香
恵
西

美

朋
媛愛

久
安
＜

（
Ｕ

ｏ
ё

′
４

一　

一　

一

ｒ
Э

Ｆ
Э

∩
∠

美
梢
＞子

朱北
村
女

大
北
賀滋賀滋

F]

藤

58
毛   北 )(千

59
華

子
奈
精

賀
利

・

千
江
岡

ｒ
Э

，
″

Ｏ
Ｘ
）

″
Э

　

　

ｒ
Э

Ｏ
υ

神
阿
幌

長 部
古 賀
(福(南北海道・札

田 麻 里
野 加代子 2
静  修 ) 女  子 )

60
城島

（
Ｕ

′
４

′
０

一　

一　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

つ
″

優
奈
＞業
理

本
樫
商

宮
冨
山

岡
谷
(徳

沙弥香

(富  山・富 東 )

本 万 輝
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澄
南
熊

杏
　
口

尾
長
山

松
末
＜

∩

〉

Ｏ
ё

７
・

一　
二

Ｆ
Э

ｒ
Э

９
″

由
子
＞葉

真
温
千

藤
池
台

佐
小
武西葉



女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
2回戦

試合
番号

勝 者 名
(県  名・学   校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名・学   校   名)

61

小 椋 しのぶ
北 尾 美 保

(愛  知・名古屋経済大学市郁 )

椛
武
島
下

のぞみ
ちどり
賀・佐 賀 女 子 )(佐

¬

10
2
15- 6
15- 9
[

62
(石

鍛 治 祐美子
木 村 咲 絵

川・金 沢 向 陽 )

『 15-
2[15三 1 3

6 目 秦
宅

] (奈

0 三
香 菜
知 佳
良・添 上 )

63

吉 田 千 春
北   ‐彩

(大  分・昭  和  学  園)
2
『 15-

[15三

7
11
■

10

明 石 光
西 岡 紗
(香  川

世
世
香 川  中 央 )

64

平 山   優
松 村 咲 希

(官  城・聖 ウ ル ス ラ学 院)

う∈ 女ロ
みゆき
城 。藤 代 )

2
「 15- 8
115- 1
L      ―

1  近 藤
10 小 倉
」  (茨

65

鈴 木
櫻 井

(埼  玉・上

田 有 希
澤 奈 々

重・

陣
近
/~
し二

知 佳
可奈子 2
尾 )

■

10

『 15- 5
11廣    ヮ

[・
υ
三 ` 暁 )

66

浅 原
黒 田

(岡  山・笠  岡  商

さゆり  「 15- 2 ¬  上 野 麻由子
香 織 2115-1010白 山 愛 子
業)  L  _   」  (長   崎 。長 崎   東 )
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女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
戦3 ロ

試合
番号 (県  名・学   校   名)

敗 者 名
(県  名

ス  コ  ア
学   校   名)

67
麻
明
城

林
藤
宮

■
４

カ
″

∩
）

（Ｘ
υ
，
″

一　
一　
一

ｒ
Ｄ

Ｆ
Э

，
“

子
良
＞院

陽
望

水
本
学

清
岡
総常城

衣
子
・聖 ウ ル ス ラ学 院)(茨

68

菜

り
滋
ど

・

幸

み
賀

条
松
滋

三
村
＜

∩
Ｖ

Ａ
υ
′
４

一　

一　

一

Ｆ
Э

ｒ
Э

９
“

艶
美
＞丘
智
カ

山
桜

周
霜
島広(広  島 賀 女  子)

69

子
子
鹿

彰
幸
島

磯

下
”

′
lヽ

山
(サ

∩
Ｖ

う
０

０
υ

一　

一　

一

ｒ
Э

ｒ
Э

つ
“

子
実
＞栄

由
里

池
中
玉

小
田

(埼  玉・埼 児   島)

70
31 三 浦 空 見
510福 井 早 紀
」  (北 北海道・旭

一　
一　
一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

雪
美
＞院

紗
愛
学

生 田
鶴 田

本・熊 本 信 愛 女(賞姜
2

川  実  業)

71
子
奈
清

有

　

・

磨
幸
知

橋
村
一局

今
井
＜

∩
ｖ

（
Ｕ

■
４

子
代
＞

理
　
田

栄
靖

廣 瀬
今別府

(青  森 。青  森  山

Ｆ
Э

民
υ2

和  女  子)

72

菊商阜岐エエ

子
香
県
弥

・

裕
紗
阜

井
輪
岐

Ｆ
Э

′
４

う
０

希
美
＞陽

早
尚

山
次
向

青
通
沢

７
‘

Ｆ
Э

И
４ 臼

2

(石  川 。金

73
美
り
淑
坊
″
・

知
ゆ
京

谷

東

野
神
＜

∩
Ｖ

７
‘
う
０

一　
一　
一

穂
子
＞陵

松
森

村
金

瑞
裕

Ｆ
Ｏ

Ｆ
Ｏ2

(静  岡 。星 徳  巣  鴨)

74
衣
美
倉

由
絵
取

原
組
鳥

藤
信
＜

一　
一　
一

ｒ
Э

民
υ

実
代
＞属

紘
幸
付学

田
村
た

山

田

ｎ
５

■
１

(福

∩

）

業)

つ
４

岡 士
口 工九州国際

75
藤 澤 美佑紀
蔵 本 瑠衣子
(青  森・青

恵
希
＞

々
　
業

奈
亜

和 泉
平 林

(北北海道 。旭  サ|1 実
∩

）

ｒ
Э

ｒ
Э2 0

森  山  田)

76
悠 貴
あゆみ
城 。常 総 学 院)
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試合
番号 (県  名 。学

勝 者 名
校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名・学   校   名)
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森・青(茨  城・常 森  山  田)

ファース トゲームは廣瀬のサービスから始まった。

序盤、青森山田ペア2点連取した。その後、常総学院ペアのミスが続き7-0と 一方的なゲーム展開となる。常
総学院ペアはコンビネーションも乱れてノータッチもあり、 9-0と 一方的となった。青森山田ペアの確実なプレー
に常総学院ペアは攻めあぐみ 11-0と なった。
青森山田ペアは攻撃の手をゆるめず、廣瀬が前衛でスマッシュを決め 13-0と なった。常総学院ペアがやっと
連続攻撃で 1点を取るが 14-1、 15-1と 簡単に終了した。地元期待のペアだが良いところが出せずじまいに
終わってしまった。

セカンドゲームはうって変わって、常総学院ペアが相手のミスや自分たちの粘りも出始め6-0と リードした。その
後、一進一退の状況となリサービスオーバーを繰り返した。青森山田ペアはやっと1点を取った後、攻撃をし始め4-
6と なった。その後何度かのサービスオーバーから、 6オ ールに追いつき7-6と逆転したが、今別府の ドロップミス
で、 7オールとなり常総学院ペアは8-7と 再逆転したが、すぐに青森山田ペアが 8オ ールと追いついた。
その後も接戦が続き、 9オ ールから 12オ ールまで互いに一歩も譲らなかった。常総学院ペアが 12-11と
リードしたが、 12オ ールとなったあと、 13-12と 青森山田ペアが一端リードしたが常総学院ペアが 13オ ー
ルから14-13と ゲームポイントとするが青森山田ペアが 14オ ールのセテイングに追いついた。その後、今別
府が 3本連続スマッシュミスをし17-14と 常総学院ペアが一機にゲームを決めファイナルゲームとなった。
ファイナルゲームはねばり強い常総学院ペアがさい先良く1点 を取った後、青森山田ペアのミスで 2-0と なっ
たが、互いのミスで 2オ ールとなる。常総学院ペア攻撃がさえ一端は4-2と リードしたが廣瀬がスマッシュ・プッ
シュを連続して決め、 5-4と 青森山田ペアが逆転した。
常総学院ペアも粘 りで 5オ ールと追いつき、相手のミスやプッシュも決まり8-5と 逆転しチェンジエンドし
た。青森山田ペアはクリアーやプッシュ・ ドロップをミスし12-5と 常総学院ペアは連続ポイントをした。
その後、青森山田ペアが反撃を始め 10-12と なった。最後は常総学院ペアが相手のスマッシュミスや自分たち
のネットプレーを決め 14-10と マッチポイントをとり、最後はあっさりとスマッシュを決め 15-10と 勝利
をものにし決勝戦へと駒を進めた。

女子 個人対抗戦 ダブルス (GD)
準決勝

第 1試合

準決勝

第 2試合

第 2シードの笠岡商業と第 11シ ードながら実力者ペアの県立岐阜商との対戦になった準決勝、学校対抗の疲

れをいかに克服しているかも一つのカギになりそう。 トスでエンドをとった笠岡商、県立岐阜商業のサーブで始
まリー気に4点連取、その後笠岡商業 1点返すも県立岐阜商業 3点追加で 7-1と 優位にたつ、県立岐阜商業の

力強いスマッシュで 10-3、 しかし笠岡商業もスマッシュで反撃 6-11、 9-13と 追いすがるが振り切ら
れ 15-9で 県立岐阜商業がゲームをとる。
第 2ゲーム、県立岐阜商業のサーブをカットして、笠岡商業 1点先取ではじまる。そのあと対等のラリーの応

酬 2-2、 3-3、 5-5、 7-7と シーソーゲームが続く、後半疲れからか、足の止まった笠岡商にミスが目
立ち 11-8か ら一気に連取し、県立岐阜商業が 15-8で ゲームセット決勝にコマを進める。
連日、連戦のなか集中力と攻撃の差で県立岐阜商業に一日の長が感じられた試合内容でした。

試合
番号 (県  名・学

勝 者
校   名

名

＞ ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名・学 校   名)
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女子個人戦ダブルスの決勝は、団体戦で惜 しくも優勝を逃し個人戦で雪辱に燃える、県立岐阜商業の林・脇田

ペア、対する地元で第 1シ ー ドの常総ペア、準決勝では優勝候補の廣瀬 。今別府 (青森山田)を フアイナルゲー

ムで破 り、波に乗る清水・岡本 (常総学院)の対戦となった。

お互いの手の内を探るように、ゆつくりとしたラリーで試合は進んだ。清水・岡本はスマッシュ、ミスなどで

9-3と リードを許すものの、序々に調子を取 り戻し、じわりじわりと点差をつめて、ついに 14-10と ゲー
ムポイントを握る、しかし勝ちを意識したのかプッシュミス等で 14-14の セティング。最後にまたプッシュミ
スで林・脇田 組が先取する。

第 2ゲームも序盤の流れは、林・脇田のペースで 7-3と リードするが、動きの良くなった清水・岡本組が 1

分以上の長いラリーを展開したのを境に 11-10ま で追い上げる。ここで一息ついたのか、レシーブミスで 1
2-10ま たプッシュで決められ 13-10、  ドロツプで落とされ 14-10の マッチポイント、最後は清水の
ショットがネットに当たリゲームセット。 2-0の ストレートで林・脇田組が優勝をかざった。
林・脇田組は団体戦の雪辱を果たし、清水・岡本組も常総女子始まって以来の優勝と地元の期待につぶされる

こともなく、両ペア共力を出し切ったゲームだった。ストレートの試合にもかかわらず 1時間を超える熱戦がそ

れを物語っていた。
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戦ロ

＾
ロ
ロ
ゲ

試
番

敗 者 名
(県  名

勝 者
校

名
名)

ス   コ  ア
(県  名 。学 学   校   名)

17
也

前

絢

手

裕中

ョ

″竹
¨
士
ロ

倉取
藤 田
(岩

１
■

民
υ

つ
υ

Ｒ
）

　

″Э

Ｆ
Э

紀

業)(鳥

９

“

沢 )

18 一
徳

健

島
杉 本
(徳]

細 川1 泰 大
(兵  庫・神 戸 村 野 工 業)

ｒ
Э

′
０2 0

島  商  業)

民
υ

ｒ
Э

19
輔

唐

啓

賀

田 中
(佐

■
:

1

つ
４

民
υ

民
υ

口]を  士
[」」 ′常,  ′しヽ

越 )

Ａ
Ｖ

ｒ
０

±
戸

1
潟(新

つ

々

津   南)

Ｆ
Ｄ

20
大

久

雄

重

田

三

長

＜
[ ]

15 - 3
15 - 7

井 上 大 輔

(大  分・別 府 鶴 見 丘) 2 0
励

21
内 藤 祐 輔

(神 奈 川・元

民
υ

ｌ
■

１
■

Ｆ
Э

Ｆ
Э

Ｏ
υ

沢 )
2宮 川   真

(岩  手 。前 石   川)

22
太

新

頼

山

民
υ

９
４

つ
４

（
υ

民
υ

民
υ

山 下 幸 司

(石  川・金 沢 市 立 工 業)
」三
すヽ 西

2 1
宮  商  業)(和 歌

23
太

作 新 学 院 高等 部)]

酒 井 亮
(栃  木

「15 -
113 -
L15 -(長

´
０

2 1
大
可 西 陵 ) ヵ

４

山 口 幸 治 民
υ

24
岡1 史
田・能 代 商 業)

津 谷

(秋

，
″
∩
）

]

Ｆ
Ｏ

ｒ
Ｏ

一　
一　
一

今 西 健 二

由  ケ  丘) 2 0
(福   岡 。自

25
聖

星

佐 野
(静[ ]

堀
白
臓テ

2 0製
`ヽテヽ ノ 陶

し県 人

工 岡(岡  山・水

15 - 5
15 - 8

26
岡|

縄・読

島 袋
(沖

Ｆ
Э

Ｆ
０

筒 井   正
(高 知 。高 知 商 業)

一　
一　
一

2 0
谷 )

７
１
，
“

27

民
υ

民
υ

民
υ

小 暮 達 也

橋   東)
ワ
ー

Ｏ

υ
　

　

う
０

一　
一　
一

2 1 百
田 山)井 勝

坂   桂美彦
(群  馬 。前

28
洋両セ有

平

京

真

都

東 出
(京]

駿

業)

民
υ
　

　

ＦЭ

７
‥

田

正

寺

津〈
ム

島百
田

Ｏ

υ

1
Ｆ
Э

９

々
民
υ

29
永 目
(宮]

ｒ
Ｏ

Ｆ
０

lr

`tユ `ヽ

業)

健
二

士
ロ
ョ

末

港境取(鳥

∩

） 回
凹

つ

４
う
０ 0 大

可 妻

30 安 柴 翔 一

(鹿 児 島・鹿

之
R‐ヽ
レ電ノ

∩
Ｖ

Ｆ
Э

′
０

博
４
こ

‐―‥四
、た「

中

総常城(茨
2

児   島)

民
υ

一
／

31 祐 介
野 。長 野 商 業)

∩
Ｖ

う
０

う
０一　

一　

一

Ｆ
Э

Ｆ
Э

Ｏ
∠

中 村
(長

寿

愛 )

俊谷

葡

金

葉(千  葉 。千

32 昌 山 由樹也
(香 川・高 松 商 業)]

民
υ

民
υ

樫 山 智 士

府  商  業) 2 0
Ｏ

υ
(山  梨・甲
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男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
1 ロ 戦

合
号
試
番 (県  名・学

勝 者 名
校   名)

ス   コ  ア 敗
(県

者 名
名・学 校   名)

33
堀 車呂

民
υ
　

　

ｒЭ

Ｏ
υ

９
“

民
υ

今 藤

(岐

康 裕

阜・県 立 岐 阜 商 業)(奈  良・奈 良)

民
υ 1
つ
乙

34
(山   口 。柳

光尾

工

松

井

司,
¬
~

業 )

Ｆ
Ｏ

Ｆ
Э

Ｏ
／″

一　
一　
一

ｏ
ё

′４ 0
伊 藤

(山

大

形 。日 本 大 学 山 形)

男子 イ国人対抗戦
2

シングルス (BS)
戦ロ

試合
番号

勝 者 名 ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名(県  名・学   校   名) 学   校   名)

35
池 田 雄 一

(東 京 。関 東 第 一 )

「 15
2[15

Q 呵
υ  :
9  1 ∩々
」
ノヽ
―土 f
村 典 嗣
賀・唐(佐 津   南)

36
(兵

岸 本 泰 樹

庫・神 戸 村 野 工 業 )

「 15 - 7 ¬
2[17三
:15」

0
亀ケ森

(青  森
有

青 森 山 田)

37
(貞姜

古 財 和 輝
本・熊本学園大学付属 )

, 0
: 

υ

2115
L15

151

五」
1
堂 下
(新

智 寛
潟・北 越 )

38
進 藤 陽 介

(茨 城 。常 総 学 院 )
2
[

15 -
15 -

民  ■
υ  :
つ  l  ∩″
」
V
十 月1 和 也
(北北海道・帯  広  大  谷)

39
金 子 陽 次

(群  馬 。前   橋   東 )
「 15 - 11¬
2[17三 14」 0 竹 光

(山

唯 至
口・柳 井 工 業)

40
立 田 勇 太

田 )

「 15 - 8 ¬
2.[15[二 13」 0

田 端 慶太郎
(愛  媛・新 (三 重 久 居 )

41
(福 井 足

辻 本 武 博
11)

「 15 -
2[15三

11
5
]
0
畑

(岡

友 貴
山・水 島 工 業)

42
菅 野 俊 助

(福 島・帝 京 安 積 )

『 15-10¬
2115-121
L     _     」

0
守 屋
(大

正 彦
阪・此 花 学 院)

43 /,Iゴ
↑ヽ田

ノ」ヽ !ヨロ

岡・自 由  ケ
薫

丘 )

『 15-31
2115-610
L       _       」

佐 藤
(栃

大 車甫
木・宇  都  官  南)

44
高 島 康 博

代 )

『 15
2[15 0

細 月1 健 太
(和 歌 山・那(茨  城・藤

101
10」

賀 )

-74-



男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
2回戦

試合
番号

勝 者 名
(県  名・学   校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名・学 校   名 )

45
三 森 領 太

(山 梨・甲 府 商 業 )

『 15-10¬
2115- 810
L       _      」

後 藤
(岐

洋 介
阜・県 立 岐 阜 商 業 )

46
山 田 光 大

(南北海道・札  幌  第  一 )

r

2[
15 - 9
15 - 8

]

0
川 崎 裕 司
(広  島・広 島 国 泰 寺 )

47 山 口 公 洋

賀・延暦寺学園比叡山 )

r

2[
15 -
15 -

父  ■
υ   l

210
」

中 村
(長

正 博
崎・西 陵 )(滋

48
日 下 直 人

(香 川・高 松 第 一 )

『 15- 71
2115-1310
L       _       」

F可  書6     1参

(宮 城・仙 台 商 業 )

49
中 尾 祐 介

(埼  玉・埼   玉   栄 )

r

2[
15 -
15 -

0  ■
υ  l

510
」

池 田
(奈

浩 志

良・添 上 )

50
(石

村 上   亮
川・金 沢 市 立 工 業 )

r

2[
15 -
15 -

∩ ■V  l
O 10
」

竹 中
(鳥

裕 紀
取・倉 吉 工 業 )

51
青 山 真

代 )

「 15- 4 ¬
2112-1511
L15- 5」

細 川
(兵

泰 大
庫・神 戸 村 野 工 業 )(茨  城・藤

52
芳 賀   涼

(宮 城・仙 台 第 三 )

r  o
l  

υ

2115
L15

1 民 ■
■ υ  l

81

1  」
1
芦 田
(新

篤 志
潟・北 越 )

53
井 上 大 輔

(大  分 。別 府 鶴 見 丘 )
「 1′7-141
2[15- 610 秦 岡

(島

雅 憲
根・大 東 )

54
黒 i頼 尊 敏

(富 山・高 岡 工 芸 )

「 17-161
2115-41
L       _       」

0
宮 川
(岩

真

手 。前 沢 )

55 高 岡 聖

田 )

『 15 - 3
2115-8
L       _ ]

0 山 下 幸 司

(石  川・金 沢 市 立 工 業 )(愛  媛・新

56
(長  崎・西

山 口 幸 治

陵 )

『 17-14¬
2115-1010
L       _       」

竹 村 幸 洋
(北北海道・旭  り|1 工  業 )

57
庄 旭 明

原 )

P

,:
“
L

15 - 2
15 - 11

]
0
今 西
(ネ冨

健 二
岡・自 由  ケ 丘 )(大  阪・柏

58
(埼  玉・埼

井 上
玉

知 也
栄 )

r

2[
15 - 5
15 - 4

]
0
堀

(岡

具 人
山・水 島 工 業 )

59
山 田 尚 幸

(愛  知 。名古屋市 立 向 陽 )

r

2[
15-12
15 - 13

]

0
筒 井   正
(高  知・高  矢日 商  業)

60
小 暮
橋

達 也
東 )

「 12-151
2115-1011
L15-13」

伊 東

(広

大 地
島・安(群  馬 。前 佐   北 )
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男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
2回戦

男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
3回戦

△
口
ロゲ

試

番
勝 者 名
名)

敗 者 名
(県  名

ス   コ  ア
(県  名・学   校 学   校   名)

ｒ
Ｏ

弘

＞一

工
牟

ぎ
ロ

田

負

山

幌

田

百
田

寺

＜

∩
）

民
υ

′
υ

一　
一　
一

民
υ

つ
４

民
υ

，
“

(南北海道・札

喘核・△
バ島 津  工  業)

ｒ
υ

士
↓

慎開

負

新

東

士
口
鳥

末

＜

Ｆ
Э

Ｆ
Э

ｎ
Ｚ

(東  京 。関
士
心
倍̈場

健

取 港  工  業)
∩
）

ｒ
Э

ｏ
乙

′
０ （

Ｚ

聡

＞園

大

圭

山
田
、た「

中

奥東森土目

中 山
(茨

一　

一

Ｆ
Э

ｒ
Э

博 之
城・常 総 学 院 )

∩
）

′
０

７
・

И
”
′
０

太

＞山

健

叡レし

ヽ
　

ト
ル

野

園

数
誡ヨヽ暦延賀滋

金 谷
(千

∩
）

′
４

Ｆ
Э

一　

一　

一

Ｆ
Э

民
υ

，
“

俊 寿
葉 。千 葉 敬 愛)

ｒ
Ｏ

士

＞業

智山

雇

樫

府

堀

(奈

７
１

Ｆ
Э

９
″

(山  梨・甲
局

良・奈 良 )

ｒ
Ｏ

ｎ
Ｘ
）

（
Ｕ

４
０

有 田 裕 佑

東 )

尾

山

松

＜
〈Ｕ

９
“
７
‘

一　
一　
一

ｒ
Э

Ｆ
Э

９
“

代入本
じ
レヽ
台
沢

光 平
口・柳 井 工 業 )

試合
番号 (県  名 。学

勝 者 名
校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名 。学 校   名)

67
池 田 雄 一

(東 京 。関 東 第 一)
2
[

15- 5
15-1

]
0
岸 本
(兵

泰 樹

庫・神 戸 村 野 工 業 )

68
進 藤 陽 介

(茨 城・常 総 学 院 )
2
[

15- 7
15- 7

]
0
古 財
(責姜

和 輝
本・熊本学園大学付属)

69
(群  馬・前

金 子 陽 次

橋   東)
「 15-
2[15三

5
10
]

0
立 田 勇 太

(愛  媛 。新 田 )

70
(ネ冨

菅 野 俊 助

島・帝 京 安 積 )

ハ「101- 1Z LlЭ 三 5 ]
0
辻 本
(ネ冨

武 博
井・足 ]1)

71
小 澤   薫

(福  岡 。自 由  ヶ 丘 )
『 15-
2[15三

10
3
]

0
高 島
(茨

康 博
城・藤 代 )

72
三 森 領 太

(山 梨・甲 府 商 業) [

15- 5
15- 3

]
0
山 田 光 大

(南北海道・札  幌  第 )

2

-76-



男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
3回戦

試合
番号

勝 者 名
(県  名・学   校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名・学 校   名)

73
(滋

山 口 公 洋

賀・延暦寺学園比叡山 )
2
[

15- 4
15- 7

]
0
日 下 直 人

(香  川・高 松  第 )

74
村 上   亮

(石  川 。金 沢 市 立 工 業 )
『 15
21[15

8

]

中 尾 祐 介

(埼  玉・埼
-10 0

玉   栄 )

75
目 山 真

代 )

『 15-121
2[1511210 芳 賀

(宮

保

城・仙 台 第 三 )(茨 城 謄

76
(大

井 上 大 輔

分・別 府 鶴 見 丘 )

「 15-161
2115-1010
b       _       」

黒 i頼

(富

尊 敏
山 。高 岡 工 芸 )

77
高 岡 聖

田 )

「 1'7- 8, コ
2[15三 1010 山 口

(長

幸 治
崎・西(愛 媛 新 陵 )

78 庄 旭 明
原 )
21「 165三: 1251 1L17-16J

井 上
(埼

知 也
玉・埼(大  阪・柏 玉   栄 )

79
山 田 尚 幸

(愛  知 。名古屋市 立 向陽)
「 10-151
2115-811
L15-10」

小 暮 達 也

(群  馬・前 橋   東 )

80
新 開 慎 士

(東 京・関 東 第 一)

「 17-141
2115-310
L      _      」

山 田 和 弘
(南北海道・札  幌  第 )

81
(滋

数 野 健 太

賀・延暦寺学園比叡山 )
2[|:::8

■

」10
中 山
(青

大 聡
森 。東 奥 学 園 )

82
(熊  本・八

有 田 裕 佑

代   東 ) 2 [

15- 2
15- 2

■

」10
樫 山
(山

智 士
梨・甲 府 商 業 )
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男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
4回戦

男子 個人対抗戦  シングルス (BS)
準 決々勝

〈
口
口万

試
番

勝 者 名
(県  名 。学   校   名)

敗 者 名
(県  名・学

ス   コ  ア
校   名)

83
池 田 雄 一

東  第  一 )

ヽ

“
ス 笙 : .

(茨

∩
Ｖ

ｑ

υ
′
４

一　

一　

一

Ｆ
Э

ｒ
Э

９
“

藤 陽 介
城・常 総 学 院)(東  京 。関

84
助

＞主員

俊

不

野

安

菅

京

次

前

陽

馬

子

群

金

＜
〈
Ｕ

４
ｌ
Ｕ

一　

一　

一

Ｆ
Э

ｒ
Э

９
“

橋   東)(福  島・帝

85
畢

ケ

ガ

由 業商府

太

甲

百
只
ＩＪ
ヾ

´
Ｔ
¨
未
Й

森

山

三

＜
（
Ｕ

Ａ
）

″
／

一　

一　

一

ｒ
Э

ｒ
Э

９
“

(福   岡 。自
董

丘 )

86 山 口 公 洋
賀・延暦寺学園比叡山 )

村 上
(石

15-10
15-17
15- 9

元

川・金 沢 市 立 工 業)(滋 [ ]

2 l

87 青 山 井 上
(大

Λ
Ｕ

う
０

７
‘

一　
一　
一

ｒ
Э

Ｆ
Э

９
“

鶴 見 丘 )(茨  城・藤
宣

代 ) 府

輔

別

大

分

88 庄 高 岡
(愛

つ
０

民
υ

民
υ

９
“

田 )(大  阪・柏
旭 明
原 )

Ｆ
Э

ｏ
ё

Ｏ
υ

聖

媛・新

89 ∩
ｖ

′
０

■
１

一　

一　

一

ｒ
Э

Ｆ
Э

９
″

士

＞一

宣
（

開

第

新

東
山 田
(愛

尚 幸
知。名古屋市立向陽)(東  京・関

90 有 田
代

数 野

(滋

ｒ
Э

　

　

′
０

Ｆ
Э

一　
一　
一

ｒ
Э

７
，

′
０

９
“

健 太
賀・延暦寺学園比叡山)(熊  本・八

裕 佑

東 )
1

＾
ロ
ロ亨

試
番 (県  名・学

勝 者 名
校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名・学 校   名)

91
(東  京・関

一

＞

一

雄田

負

池

東
（
Ｕ

′
４

ｏ
ё

一　

一　

一

ｒ
Ｏ

ｒ
Э

９
″

菅 野
(福

助

帝

俊

島 京  安  積 )

92
山 口 公 洋

(滋  賀 。延暦寺学園比叡山)
2
[

15- 9
15- 3

]
0
ノjヽ  !ヨ呂

(福

薫

岡 。自 由  ケ 丘 )

93
庄 旭 明

原 )

Ｆ
Ｏ

Ｆ
０

９
“

７
‘

つ

“

]

0
青 山
(茨

真

城・藤(大  阪・柏 代 )

94
士

＞一

直
ハ

ぎ
ロ

開

負

新

東

Ｆ
Э

ワ
′

９
ん

員
Ｊ

有 佑

八

裕

本
0

(東  京・関
″
４ 1
」

ム
ロ
＾

田

代   東 )

-78-



男子 個人対抗戦 シングルス (BS)
準決勝
第 1試合

ダブルスの準決勝を戦った第 1シ ードの池田と、第 4シード村上を破って勝ち上がってきた山口との対

戦となった。

池田は、ショートサービスから上げさせ、スマッシュ、カットからのネット前でのプッシュ、ヘアピン

でポイントを取りに出た。一方、山口はロングサービスからレシーブ主体でしのぎながら、相手のミスや

カウンターをとるラリーに出た。

第 1ゲーム、立ち上りは池田が3-2か ら7-4ま でいったところで、サービスオーバーの繰り返しが
続いたが、カットが有効打となり9-6、 そしてスマッシュを多用しネット前への詰めのはやさで、 10
-7か ら連続 5ポ イントをとって 15-7で ゲームを取った。
第 2ゲームも、同じようなラリー展開でスタートし、池田が6-0ま で一気にポイントをかせいだが、
山口もスマッシュをバックに集め出してから1-6で 6回のサービスオーバーがあつたが、ポイントには
つながらなかった。その後池田が攻めに出て 11-1ま で差を広げ、最後はヘアピンのネット前のラリー
から山口のプッシュミスで、 15-6と した池田がゲームを取り勝利を収めた。

準決勝

第 2試合

新開は、ダブルス準決勝に続いて試合となったが、疲労の様子は見られない。

第 1ゲーム、庄のシヨートサーブで始まる。序盤、庄のミスが目立ち4-0と 新開リード。その後、新
開のキレのあるジャンプスマッシュとスピンネットで点数を重ね 10-0。 第 1ゲームの終盤になっても

新開のペースで試合が展開され、新開が 15-4で ゲームをものにした。
第 2ゲームは、序盤お互いミスの多いスタートとなった。徐々に新開の早いタッチで庄をゆさぶリミス

を誘って4-0と 新開リード。庄もバックハンドのロングサーブをきっかけとして、攻撃し4-3ま で追
いつく。これから庄のペースかと思われたが、新開の速いタッチとジャンプスマッシュの果敢な攻撃で庄

のミスを誘い 13-4と 一気に引き離した。マッチポイントをにぎり最後はジャンプスマッシュで試合を

決めた。これでシングルス・ダブルス共に決勝に駒を進めた。約 25分間の展開の早い試合であった。

〈
口
口万

試
番

勝 者 名
校   名)

敗

(県

者 名
名・学

ス   コ  ア
(県  名 。学 校   名)

95
池 田 雄 一

東  第  一)
山 口
(滋

公 洋
賀・延暦寺学園比叡山)

ｒ
Э

Ｆ
Э

つ
″

(東  京・関
（
Ｕ

７
１
′
０

試合
番号

敗 者 名
(県  名・学

勝 者 名
校   名) ス   コ  ア

校   名)(県  名 。学

96

r十
′■1

(大

新 開 慎 士

京・関 東 第 一 )

民
υ

Ｆ
Э

つ
々 原 )(東

（
υ

′
，

Ｆ
Э

明

柏

旭

阪
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男子 個人対抗戦
決

シングルス (BS)
勝

試合
番号

勝 者 名
名)

敗 者 名
(県  名・学

ス   コ  ア
(県  名・学   校 校   名)

97
池 田 雄 一

東  第  一 )
^新 開 慎 士
υ
(東 京・関 東 第 一 )

ｏ
δ

・４

(東  京・関

ｒЭ

Γ
Э2

ダブルスに続いて同校同士の決勝になったが、池田は2連覇を賭けた戦いとなった。

第 1ゲーム序盤は池田が簡単に6-2と リードした。新開のスマッシュも決まりはじめ 6オ ールまで追
いついたが、新開のバックアウトなどのミスで 10-7と 池田がリードした。その後池田がカットを決め
たり新開のミスで 15-8と あっさりとゲームを取った。
第 2ゲームに入り新開のショートサービスを池田がミスで4-1と 一端、新開がリードしたが、すぐに
4オ ールから新開のミスや池田のヘヤピンが決まり、連続ポイントで 14-4と なったがサービスオー
バーの後、池田もバックアウトなどのミスで 14-7と なったが、最後は新開のヘヤピンミスで試合が終
了し、池田の 2連覇、 3冠 となった。
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女子 個人対抗戦 シングルス (GS)
1回戦

△
ロ
ロゲ

試
番 校   名)

敗 者 名
(県  名 。学

ス   コ  ア勝 者 名
名)(県  名 。学   校

風   原)
香

南

失

・

沙

縄

城
山
―

宮

＜

７
‘

９

“

ｏ
ё

つ

４

立
日
＞＝ロ

文杉若

西華
伯一泉

ル
分
〃

静幌

里

札

麻

道海

田

北南

神

＜
ハ
Ｕ

Ｆ
Э

′
０

一　
一　
一

９

″

金 森 裕 子

陶(静  岡 。星

Ｏ
υ

府  商  業 )
奈

甲

春

梨

島

山

飯
＜

〈Ｕ

′
４

（
Ｕ

一　

一　
一

，
″

衣

＞

‥

業

由原

ョ

藤

吉倉・７
〈
■
●(鳥

沢 )

子

前

由

・

真

手

須

岩

■

″（
Ｕ

Ｏ
〉
ｏ
５

一　
一　
一

，
″

子

＞東

愛ｈ
ｕ
Ｌ

大
可

白

(長  崎 。長

女  子 )賀

り

滋

ど

・

み

賀

松

滋

十
Ｊ

／
＼

∩
）

′
０

７
・

，

“

子

＞葉

日
皿
●
「

也、７

台

＝
句

′
武西葉千

可
●

合

足

百

・

小

井

畑
百
田

Ａ
Ｖ
　

　

■
１

一　
一　
一

ｎ
ё

つ

ん

美

∋陽
朝

学

白・円
ラス

田

ルウ聖城(宮

南宮立伯

利

宇

緒

・

香

木栃

星

＜
０
〉

■
４

′４

一　
一　
一

９
″

織

う業

香田

雇

黒

岡(岡  山・笠

島   北)
き

徳

あ

・

ち

島
∩ 篠 原V (徳

（
Ｕ

Ｆ
Э

９

“

み

リヽ

ぞ

子

の椛 島
(佐  賀・佐  賀  女

総  学  院)
子

常

陽

城

水

茨

土
目
／
、

剰在
一　

一　

一

箕 輪 ひと実

諸)
‥
４

手
Ｊ
田
≠長

∩

Ｖ

香

鹿 児 島 女 子)

愛

島ヨし

ユ
●
　
＝
一刀

ピ
Ｆ

鹿

豊

＜
０
〉

′
４

Ｆ
Э

９

″

ぶ

リヽ

の

一叫

し

市学
椋
款
小

経
′
屋古名知(愛

愛

根・松 徳 女 学 院)

恩 田
(島

′
０

う
０

４

‘
つ

４
鶴 見 麻 衣

和  西)(神 奈 川 。大

久 )

弥

耐

優

山

木

司工↑

青

＜
Ａ
Ｕ

Ｆ
Э

９
“

一　
一　
一

９
″

子

＞園

一
月

４
Ｆ

綱

ぃだ「

末

和(大  分・昭

山 口 美百子
(山 形・九 里 学 園)

′
０

′
０

′
４

つ

４
子
つ
侑

′
ヽ

―
“

イ
ク

＝
ロ影

佐土知一局

И

■

後 )

綾

羽田

坂

秋

ノ
‐

「（Ｕ

′
０

′
４

一　
一　
一

，
″

一
ヒ
ブ
■

ハ
フ
鴎
И

優坂

だ
「

谷

川夙庫丘
（

村  女  子 )
代

中

幸

口山

林

＜
ハ
Ｕ

ｌ
ｌ

Ｆ
Э

一　
一　
一

９
“

子

＞
寿
業

祐
〓
コ

ム
回

ず
作

鍛

沢金石

業商大可

依

宮

真

崎

河 野
(宮

，

“

愛山 蔭
橋(群  馬 。前

∩

）

７
‘
′
４

東)
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女子 イ国人対抗戦
1

シングルス (GS)
ロ 戦

試合
番号 (県  名・学

勝 者 名
校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名 学   校   名)

17
清 水 美智子
(三  重・久

近 藤   瞳
(福  島・清  陵  情  報)

「 11 -  2
2[11三

 1 ] 居 )
0

18
尾 崎
(大

間 瀬 さやか
(愛 知・愛 知 淑 徳)

13- 10
11- 7

「

21[
]

紗 衣
阪・樟 蔭  東)0

19
橋 本

(長

三 瓶 沙 織

(福 島・清 陵 情 報)

r

2[
]

宏 予
崎・鶴鳴学園長崎女子 )

11- 9
11- 9 0

20
蛭 沼 郁 美
(群  馬・前(京  都・西

柴 村 美 帆
乙   訓)

11¬
1011
1   ・

橋   東 )
「 8 -
2113-
Ll l _

21
武 下 ちどり

(佐 賀・佐 賀 女 子)

仁 美
野・長 野   西 )

『 11- 4 ¬
2111-- 3 10
L      _       」

高 山
(長

22
(山   口・熊

松 尾 杏 澄

毛  北)
陽 子
梨・甲 府 商 業 )

r

2[
]

11- 6
11- 5 島 田

(山
0

23
冨 樫 理 奈

(富 山・富 山 商 業)

『 11 - 8 1
2[11[[ 910 飛 島 由 香

(北北海道・旭  り|1 実  業 )

24
須 藤 なつみ

(山  形・山 形 市 立 商 業)
井 本す 浩 子
(高  知・清  和  女  子 )[

1

1難

25
中 本す 紋 子

(ネ冨 井 勝 山)

11 -  7
11 - 2 0

三 好   恵
(宮  崎・宮  崎  商  業 )

r

2[
]

26
吉 田 千 春

(大  分 。昭  和  学  園)
『 11- 51
2111- 210
L      _       」

別 所
(三

美 穂
重 。久 居 )

27
地 ネ申 加奈子

(兵  庫 。日 ノ 本 学 園)
「 11-
21 3 -
Ll l _

藤 原   綾
(神 奈 川・大

9
11
8 ]

1
和   西 )

28
(沖  縄・糸

国 吉 真規子
満)

「13- 12¬
2111- 71
L      _        」

早 苗
田 。大  曲 工  業 )

小笠原

(秋
0

29
加 澤 麻 子

(東  京 。日 本 橋 女 学 館) 東 )
0

r

2[
]

11- 6
11 -  1

(島

原 遥 香
根・大

30
三 五 優 理

(栃 木・真 岡 女 子)
0

r

,I
“ L ]

11 - 4
11- 0

村 上
(岩

桂

手・盛 岡 市 立 )

31
長 部 千賀子

(福 岡・精 華 女 子)
0

r

21[ 1
l

」

11 -  1

11- 4
木 戸 麻 美

(和 歌 山・有 田 中 央 )

32
本 間 つかさ

(新 潟 。新 潟 青 陵)
0

r

21[ 1

」

11- 2
11 - 7

佐 藤
(千

真 由
葉・西 武 台 千 葉 )
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女子 個人対抗戦 シングルス (GS)
1回戦

女子 イ国人対抗戦 シングルス (CS)
2回戦

ヽ
コ
ノ
ｒ^
試

番号 (県  名 。学
勝 者 名
校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名 学   校   名)

33
(奈  良・添

三 宅 知 佳

上 )
2
I

11 - 7
11 - 5

]
0
山 下
(鹿児島

幸 子
・鹿 児   島)

34
大 谷

岡

恵

西 )
2

１
１

′
４

]
0

士
口

美

倉

絵

取

組

鳥

信

＜(徳 島 工  業)

試合
番号

勝 者 名
(県  名・学   校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名 。学 校   名)

/」三
日ヽ

廣 瀬
森 。青  森  山

栄理子

田 )
2
[

11 -

11 -
脅1∩ 若杉~」 ~ (京 文 音

都・西 山 )

金 森 裕 子

陵)

『 11 -
2[11三

81
91 ハ 藤 原 由 衣~(鳥

取・倉 吉 工 業 )(静  岡・星

宮 本
(富  山・富  山  商

優

業 )

『 11 -
21 6 -
Ll l _

2
11
9 ]

1 白 山
(長

愛 子
崎・長 崎   東 )

小 池 温 子

(千  葉・西 武 台 千 葉 )

『 11 -
2111 -
Ll l ―

1

民 ・ 1
υ  :
Ol
υ
:

5」
0 明 石
(香

光 世
川 。香  川1 中 央 )

田 島 朝 美

(宮  城・聖 ウルス ラ学 院)
『 11 -
2112 -
Ll l _

61
131
4・1

1
目 秦

(奈

香 菜
良・添 上 )

小 野 智 子

(福  岡 。九州国際大学付属 )
2
[

11 -

11 -

01
7 :
`  」
0 黒 田
(岡

香 織
山 。笠 岡 商 業 )

(東

中井川 美 奈
京 。日 本 橋 女 学 館 )

『 1 1

2[11
- 31
- 21 0
_  」

椛 島
(佐

のぞみ

賀・佐 賀 女 子 )

脇 田   侑
(岐  阜・県 立 岐 阜 商 業 )

「11-
2[11三

1  ¬
~ l

l :
^」 0
箕 輪
(長

ひと実

野・小 諸 )

35

36

37

38

39

40

41

42

43
小 椋 しのぶ

(愛  知 。名古屋経済大学市椰)
『
11 -
21 7 -
Ll l ―

1

11
7 ]

1
和 泉 奈々恵
(北北海道・旭  サ|1 実  業 )

松 尾 静 香

(大 阪・此 花 学 院 )

r

2[
11 - 5
11 - 2

]
0
鶴 見 麻 衣

(神 奈 川 。大 和   西 )
44
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女子 個人対抗戦 シングルス (CS)
2回戦

試合

番号

勝 者 名
校   名)(県  名・学

ス  コ  ア 敗 者 名
(県  名 学   校   名)

45
媚 山 富実華

(新 潟 。新 潟 青 陵 )

『 111[1
6¬
il棄権

末 網 郁 子
(大  分 。昭  和  学  園)

46
(茨

原 田 香 里
城・常 総 学 院 )

影 山
(高

9「 ||三 !11∩“L~_ 」 υ
侑 子
知・土 佐 女 子)

47
(埼 玉 埼

田 中 里 実

玉   栄 )
谷 坂 優 花

(兵  庫 。夙  川 学  院)
2

11 -

11 -

01
01 0
」[

48
鍛 治 祐美子

(石 川 。金 沢 向 陽 )

『 11-6¬
2111- 41
L      ―      」

前 田 美 順

(熊 本・熊 本 中 央)
0

49
安 藤 朋 恵

(愛 媛 。西 条 農 業 )

山 蔭 愛

(群 馬 ロリ 橋 東)

『 11- 9¬
2111- 41
L      _       」

0

50
周    艶

(広  島・広 島 桜 が 丘)
近 藤
(ネ冨

瞳

島。清  陵  1青  報)
2

11 -

11 -

31
01 0
」[

51
綿 ワ1 悠 貴

(茨 城・常 総 学 院 )
っ「||三 曾11∩“L~_ 」 V

さやか

知・愛 知 淑 徳)

間 瀬
(愛

52
三 瓶 沙 織

(福 島・清 陵 情 報 )

「 11- 51
2[11三 710 毛 利 友 美

(香 川。坂 出 商 業)

53
乙   訓)

今別府 靖 代
(青 森 。青 森 山 田)

rl l- 7¬   柴 村 美 帆21ii-610(京
 都・西

~L  _  
」

54
ちどり

賀・佐 賀 女 子)(広  島・鈴
川

峯

下 彩 香
女  子 )

「 11- 61
2111- 51 0
L      _       」

武 下
(佐

55
吉 村 征 美

(熊 本・熊 本 中 央 )

「 11 -
21 1 -
Ll l ―

松 尾

(山

杏 澄
口・熊 毛   北)

3
11
4 ]

1

56
垣 岩 真 未

(滋 賀・滋 賀 女 子 )

「 11- 1¬
2111- 010
L      ―       」

冨 樫 理 奈

(富 山・ 富 山 商 業

57
後 藤   舞

阜・県 立 岐 阜 商 業 )

『 11- 01
2111- 010
L      ―       」(岐

須 藤
(山

なつみ

形・山 形 市 立 商 業)

58
山 )

岩 田 新 菜

(埼  玉・埼   玉   栄 )
「 11~ 1¬
2111- 810
L      _       」

中 村 紋 子
(福  井・勝

59
大

(愛  媛 。新  居
『 11- 51
2[11三 510

千 春
分・昭  和  学  園)

條 亜津紗
浜  東 )

吉 田
(大

60

「 11- 41
2[11三
 410

さゆり

業)

浅 原
(岡  山・笠  岡  商

地 ネ申 加奈子
(兵 庫。日 ノ 本 学 園)

-84-



女子 個人対抗戦 シングルス (GS)
2回戦

女子 イ国人対抗戦 シングルス (GS)
3回戦

試合
番号

勝 者 名
(県  名・学   校   名) 校   名)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名・学

61
(沖  縄・糸

国 吉 真規子
満 )

1。 櫻 井 里 美

」
。
 (茨  城・常  総  学

2
11 - 5
11 - 8
[ 院 )

62 青 山 早 希

(石 川 。金 沢 向 陽 )

加 澤 麻 子
(東  京・日 本 橋 女 学 館 )

『 11
21 7
Lll

■

10

5
11
3

63
(静  岡・星

村 松 瑞 穂

陵 )

三 五 優 理

(栃 木 。真 岡 女 子 )

■

10

『 11 - 4
2111-0
L       ―

64 永 野 陽 子

(南北海道・札  幌  静  修 )
千賀子

岡・精 華 女 子 )

長 部
(ネ冨

『 13- 11¬
2111-410
L       _       」

65
三 宅 知 佳

(奈  良・添
つかさ

陵 )

本 間
(新  潟・新  潟  青

rll
2111

7  1
2  10
」 上 )

66
『 11 - 2
2111- 2
L      ―

■

10
平 山   優

城・聖 ウ ル ス ラ学 院 )

大 谷

(徳

桂 r

島・富 岡   西 )(宮

試合
番号

勝 者 名
校   名)

敗 者 名
(県  名・学

ス   コ  ア
(県  名・学 校   名)

67
廣 i頼 栄理子

森・青 森 山 田)

一　

一　

一

，
“

金 森

(静

子

星

裕

岡

う
Ｏ

ｒ
Э

(青 陵 )
0

68 小 池 温 子

(千  葉 。西 武 台 千 葉)
本   優
山・富 山 商 業 )[ ]

11-
3 -
11 -

宮

(富
2 1

69 小 野 智 子

岡・九州国際大学付属) [ ]

田 島
(宮

朝 美
城・聖 ウルスラ学院 )(ネ冨

2 0
11 - 2
11- 6

70 Ｆ
Э

，

“

]

有

―

ィ
ギ商

田

阜

脇

岐一立県
中井川 美 奈
(東  京・日 本 橋 女 学 館 )

う
０

1
ズ
４(岐  阜

71 小 椋
(愛

しのぶ

知・名古屋経済大学市郁 )

松 尾 静 香

花  学  院)

r
i

l ]
2 0

(大  阪・此
11 - 4
11 -  1

72
一　

一　

一

９
″

原 田 香 里

総  学  院)
媚 山 富実華
(新 潟・新 潟 青 陵 )

７
１

１
■ 0

(茨  城・常

-85-



女子 個人対抗戦
3

シングルス (GS)
戦ロ

試合
番号

勝 者 名
(県  名・学   校   名)

鍛 治 祐美子
(石 川 。金 沢 向 陽)

周     艶
(広  島・広 島 桜 が 丘)

綿 引 悠 貴
(茨 城・常 総 学 院)

今別府 靖 代
(青 森・青 森 山 田)

吉 村 征 美
(熊  本・熊  本  中 JЮ

(埼  玉・埼
岩 田 新 菜
玉   栄)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名・学

『 11 - 42[11三 9
田 中 里
(埼  玉

校
人′ヽ
イコノ

玉 栄)
]

]

]

0
実

埼

『 1 1

2[11

「 1 1

2[11

- 7 1

三
410 安 藤

(愛

朋 恵
媛・西 条 農 業)

瓶 沙 織

島 。清  陵  ′1青  報)
7
1 0

0

「
 0
1 0

2111
Ll l

111
6 11
2」

「 1 1

2[11

(本冨

川 下 彩 香
(広  島・鈴  峯  女

『 11 - 6
2[11=0

子 )

真 未
賀・滋 賀 女 子)

舞

阜・県 立 岐 阜 商 業)

- 4 1

三
910 垣 岩

(滋

後 藤
(岐

73

74

75

76

77

78

79
大 條 亜津紗

(愛 媛 。新 居 浜 東)

青 山 早 希

(石 川・金 沢 向 陽)

『 1 1

2[11

『
11
2[11

さゆり

山・笠 岡 商 業)

浅 原
(岡

国 吉 真規子
(沖  縄・糸 満)

- 2 1

三
810

- 2 ■

三
21080

村 松 瑞 穂

(静  岡・星 陵)

平 山   優
(官  城・聖 ウ ル ス ラ学 院)

『 1 1
2[11

0
「11-11
2[11三 21

永 野 陽 子

(南北海道・札  幌  静  修)

本 間 つかさ
(新 潟・新 潟 青 陵)

- 0 1

三
410

82
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女子 イ国人対抗戦 シングルス (GS)
4回戦

女子 イ国人対抗戦  シングルス (GS)
準 決々勝

試合
番号 (県  名・学

勝 者
校   名

ん′
イコ

)

ス   コ  ア 敗 者 名
(県  名 。学 校   名)

83
温 子

葉 。西 武 台 千 葉 )

廣 瀬 栄理子
(青 森 。青 森 山 田)

「 11- 4 1
2[1l1110 小 池

(千

84
智 子
岡 。九州国際大学付属 )(岐 阜

脇 田   侑
県 立 岐 阜 商 業)

『 1 1 -  1 1
2[11三
 8」

小 野
(福

0

85 松 尾 静 香

(大 阪・此 花 学 院)

r2 - 111
2111- 511
Ll l- 1 `」

香 里
城・常 総 学 院 )

原 田
(茨

86
(広

周     艶
島・広 島 桜 が 丘)

『 1 1 -  2 ¬
21 9 - 111
Ll l- 6 」

1 鍛 治 祐美子
(石 川 。金 沢 向 陽 )

87
]

0

0

(青  森
今別府 靖 代

青 森 山 田)

岩 田 新 菜

(埼  玉・埼   玉   栄)

青 山 早 希

(石 川・金 沢 向 陽)

悠 貴
城・常 総 学 院 )

瑞 穂
岡 。星 陵 )

2

2

『

[

r
l

[

『

[

「
l

[

11- 0
11- 9

13-
11 -

綿 引
(茨

村 松

(静

11
5
]

吉 村 征 美
(熊 本・熊 本 中 央 )

大 條 亜津紗
(愛 媛 。新 居 浜 東 )

平 山   優
城・聖 ウル ス ラ学 院)

2

2

11-

13-

11 -

11 -

0  ■
υ   l

1210

И   ¬
"  l310
」(宮

88

89

90

試合
番号

勝 者 名
校   名)

敗 者 名
(県  名・学

ス  コ  ア
(県  名 。学 校   名)

91
廣 瀬 栄理子

(青 森 。青 森 山 田)

一　
一　

一

９
々

]

脇 田
(岐

侑

阜・県 立 岐 阜 商 業)

／
４

う
０ 0

92 艶

島・広 島 桜 が 丘)

松 尾 静 香

花  学  院)

Ｏ
ё

ｎ
∠

И
４

周2 1

(広(大  阪・此

93
岩 田 新 菜

(埼  玉・埼   玉   栄 )
靖 代
森・青  森  山  田)

一　

一　
一

，
“

今別府

(青]

Ｆ
Ｏ

Ｆ
Э 0

94
平 山   優

城・聖 ウ ル ス ラ学 院)

青 山
(石

早 希
川。金 沢 向 陽)

９

″

一　
一　
一 ]

１
ｌ

ｒ
０ 0

(宮
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女子 個人対抗戦 シングルス (GS)
準決勝

第 1試合

準決勝第 1試合は、第 1シードで三冠を目指す廣瀬と、伏兵ながら粘り強い松尾との対戦になった。直

前のダブルス準決勝ファイナルゲームを戦って敗れた廣瀬にやや不利と思われたが、第 1ゲーム最初から
スマッシュやドロップをおり混ぜた多彩なプレーで松尾を圧倒。一度のサービスオーバーをはさんで一気

に 11-0と 廣瀬が先取した。
2ゲームロも最初からとばし、廣瀬が3-1と リード。ここから松尾がスピードに慣れてきて、丁寧に
リターンして相手のミスを誘い、6-3か ら7-7に追いつく。ここにきて廣瀬に疲れの色が見え始め、
クリアーの見逃しやスマッシュミスが続いた。しかし、ここから再度気力を振り絞り、スマッシュを浴び

せて相手のミスから10-8。 最後もクロススマッシュがノータッチで決まり、初のインターハイシング
ルス決勝進出を果たした。

準決勝

第 2試合

女子シングルス準決勝第 2試合は、第 2シ ードの平山 (聖ウルスラ)と 第 6シ ードの岩田 (埼玉栄)の

戦いとなった。

1ゲームロは前半から4-0と 平山がリード。その内2点は岩田のリバースシヨットやカットのミス。
3-4と 岩田が追いついてきたが、再び8-3と 引き離され勝負があったという感じだ。平山は、攻めで

先手を取り、レシーブも良くつなぎも丁寧でなかなか崩れないため、岩田に焦りが出たのか 11点中 5点

は自滅であった。

2ゲームロも岩田が 11点中 10点が自滅で一方的試合となった。平山のバック側へのストレートス

マッシュ、リバースシヨツト、クロスカツトも効果的で、特にフェアヘのクロスカットは岩田のショート

リターンミスを誘った。また、ネットプレーにも差があり、相手の浮いたヘアピンヘの攻めも速かった。

△
日
亨

試
番

勝 者 名
校   名) ス   コ  ア 敗

(県

二た
徊 名
名(県  名・学 学   校   名)

95
廣 瀬 英理子

(青 森 。青 森 山 田 )
９

″

〈
Ｕ

ｏ
ё

∩

Ｖ

松 尾

(大

香
此

静

阪 花 )

△
ロ
ロ万

試
番 (県  名・学

勝 者 名
校   名) ス   コ  ア 敗 者 名

(県  名 学   校   名)

96
平 山  優

(官  城・聖 ウ ル ス ラ)
，

″

（
Ｕ

″
Э

，
“

岩 田
(埼

菜

埼

新

玉 玉   栄 )
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女子 個人対抗戦
決

シングルス (GS)
勝

合
号
試
番

勝 者 名
校   名)

敗 者 名
(県  名・学ス   コ  ア

(県  名 。学 校   名)

97

頁

山

沖

―

廣

森青森
平 山   優
(宮  城・聖 ウ ル ス ラ)

′
４

０
ё

/ヨ=k目

Ｆ
Э

英理子

田 )

一　
一　
一

21

女子シングルス決勝は、学校対抗を制し、前年度シングルス3位の青森山田高校 (青森)廣瀬栄理子と

第2シード2年生聖ウルスラ学院高校 (宮城)平山 優との東北対決となった。
第 1ゲーム、平山のサーブで始まり、お互いにゆっくりしたムードでクリアードロップを多用し、ミス

に繋げるプレーで5オ ール。その後、廣瀬は連戦の疲れを見せず、丁寧な配球で四隅に突く正確なコント

ロールで 11-5で 1ゲームを先取した。
第2ゲーム、序盤はお互いに譲り合わず、2オール、廣瀬が攻めに転じたが、サイドにスマッシュミス

やクリアーミスが続き2-5と平山がリード。その後、平山は落ち着いたプレーでレシーブに安定感が増
し、徐々に疲れの見え始めた廣瀬のミスを誘い11-4で奪取。ファイナルゲームとなった。
第3ゲームは廣瀬のドロップミスから始まった。2-0と 平山がリードし、疲れのみえる廣瀬もフォア
よりのスマッシュが決まり3-2と リードした。また、相手の平山のミスが連続して6-4でチェンジエ
ンドするが、最初のサーブを廣瀬がミスすると、緊張がきれてしまったのか、廣瀬のミスが連続し、一気

に10-7ま でいってしまった。ここで廣瀬も攻撃をするが、最後は平山のカットが決まり、平山の優勝
が決まった。
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平成 14年度 全国高等学校総合体育大会
高松宮・高松宮妃賜杯

第 53回 全国高等学校バ ドミントン選手権大会
ラ ン キ ン グ

ランク 男    子 女   子

学 校 対 抗

関 東 第 一 高 等 学 校 東 京 都 青 森 山 田 高 等 学 校 青 森 県

９

“ 延暦寺学園比叡 山高等学校 滋 賀 県 岐阜県立岐阜商業高等学校 岐 阜 県

埼 玉 栄 高 等 学 校 埼 玉 県 石川 県 立金 沢 向陽高等 学校 石 川 県

∠

ム 熊 本 県 立 人 代 東 高 等 学 校 熊 本 県 九州 国際 大学付属 高等 学校 福 岡 県
ｒ
Э 水 島 工 業 高 等 学 校 岡 山 県 常 総 学 院 高 等 学 校 茨 城 県

′
０ 札 幌 第 一 高 等 学 校 南北海道 西 武 台 千 葉 高 等 学 校 千 葉 県

帝 京 安 積 高 等 学 校 福 島 県 埼 玉 栄 高 等 学 校 埼 玉 県
０
０ 青 森 山 田 高 等 学 校 青 森 県 滋 賀 女 子 高 等 学 校 滋 賀 県

個 人 対 抗 ダ ブ ル ス

1

池 田 雄 一 。新 開 慎 士
東 京 都

林  裕 佳 ・ 脇 田  侑
岐 阜 県

(関東一高 ) (岐阜商業高)

2
土 田 匡 泰 ・ 高 木 洋 平

東 京 都
清 水 陽 子 ・ 岡 本 望 良

茨 城 県
(関東一高 ) (常総学院高)

3
井 上 知 也 。新 井 克 己

埼 玉 県
浅 原 さゆり・ 黒 田 香 織

岡 山 県
(埼玉栄高) (笠岡商業高)

4
竹 村 祥 吾 ・ 堂 下 智 寛

新 潟 県
廣 瀬 栄理子 。今別府 靖 代

青 森 県
(北越高) (青森山田高)

5
辻 田 嘉 章 ・ 多 谷 公 志

滋 賀 県
媚 山 富実華 。本 間 つかさ

新 潟 県
(比叡山高) (新潟青陵高)

6
山 口 公 洋 。早 川 賢 一

滋 賀 県
生 田 紗 雪 ・ 鶴 田 愛 美

熊 本 県
(比叡山高) (熊本信愛女学院高 )

7
小 澤  薫 ・ 秋 武 一 也

福 岡 県
鍛 冶 祐美子 ・ 木 村 咲 絵

石 川 県
(自 由ヶ丘高) (金沢向陽高)

8
黒 田 俊 明 。中 尾 祐 介

埼 玉 県
村 松 瑞 穂 。金 森 裕 子

静 岡 県
(埼玉栄高 ) (星陵高 )

個 人 対 抗 シ ン グ ル ス

池 田 雄 一   (関東一高) 東 京 都 平 山  優 (聖ウルスラ学院高) 宮 城 県
０
乙 新 開 慎 士   (関東一高) 東 京 都 廣 瀬 英理子  (青森山田高) 青 森 県

山 口 公 洋   (比叡山高) 滋 賀 県 岩 田 新 菜   (埼玉栄高) 埼 玉 県
４

■ 庄  旭 明   (柏 原 高) 大 阪 府 松 尾 静 香  (比花学院高) 大 阪 府

菅 野 俊 助  (帝京安積高) 福 島 県 青 山 早 希  (金沢向陽高) 石 川 県
′
０ 有 田 裕 佑   (人代東高) 熊 本 県 脇 田  侑  (岐阜商業高) 岐 阜 県

小 澤  薫   (自 由ヶ丘) 福 岡 県 今別府 靖 代  (青森山田高) 青 森 県
０
０ 青 山  真   (藤 代 高) 茨 城 県 周 艶  (広島桜が丘高) 広 島 県
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平成 14年度全国高等学校総合体育大会を顧みて

『競え友よ熱き力を茨城で』の大会スローガンのもと「平成 14年度全国高等学校総合

体育大会  高松宮。高松宮妃賜杯 第 53回全国高等学校バドミントン選手権大会」は
つくば市 。牛久市の2市において、平成 14年 8月 1日 の総合開会式及び、つくば市国

際会議場において種目別開会式を実施し8月 6日 の閉会式までを無事終了することがで

きました。

競技は、つくばカピオ・牛久運動公園体育館を主会場に、竹園高校体育館・桜圏民セン

ター体育館 。牛久栄進高校体育館 。東洋大附属牛久高校体育館の 6会場で、8月 2日 か

ら5日 間熱戦が繰り広げられました。

今大会は、自他ともに予想したより暑くなく安堵してところ後半より猛暑が続き、健康

安全面からも心配しましたが、救急を要するような疾病もなく、各会場で熱気のあるは

つらつとしたプレーが展開されたことに、大きな喜びを感じております。また、メイン

会場では、連日1,000人を超す満員の観客を迎え、改めてバドミントン競技への関心
の深さと熱意に感動しました。

これもひとえに茨城県実行委員会、つくば市。牛久市の実行委員会、関係諸機関・団体

の多大なご支援、ご協力、ご指導のおかげと心より深く感謝いたしております。また、大

会運営に携わっていただいた、県内外役員の方々や一人一人役委員会及び支援校の補助

員のみなさんの献身的な働きぶりには、ただただ頭がさがるおもいでした、心からお礼

を申し上げます。

今大会に参加した選手の中から、将来世界に羽ばたいていく選手が一人でも多く育って

いくことを心から願っております。

最後になりましたが、来年度『長崎が君の鼓動で熱くなる』のスローガンのもと、長崎

県長崎市 。大村市で開催されます、2003年長崎総体のご成功をお祈り申し上げます
とともに、全国高等学校体育連盟バドミントン競技専門部のますますのご発展と関係各

位のご健勝をお祈り申し上げ、今大会の報告とさせていただきます。

茨城県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

委員長 征 矢   裕
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